
第4章 動詞接頭辞付加の感情的側面

アスペクトには､第 2章や第 3章で論じたpFVとlPFVの対立アスペクトのほかにも､

個別的なアスペクトの意味が存在する｡その中には接頭辞pa-が示す ｢少し｣という､動作

の低い集中性や少量性を示す縮減 (attenuative)アスペクトがあるoこれは指小 (diminutive)

アスペクトとも呼ばれる｡

本章では､スラヴ諸語における縮減アスペクトの先行研究における動作の量的評価と感

情的評価のつながりの指摘を元に､"ものの小ささ"を示す名詞の指小形と"動作の小ささ"

を示す縮減アスペクトのpa一動詞をラトゲィア語において比較し､動詞接頭辞付加の感情的

側面を論じる｡

まず名詞の指小形の形態や機能を概略した上で､指小とアスペクトのカテゴリーに共通

する感情的側面､表現的側面､また言語文化論の批判を整理し､異なるカテゴリーに属す

る言語形式を相関させるための土台を得る｡次に接頭辞pa-の意味記述を行い､接頭辞が様々

な語嚢的意味の基動詞に付加されることを確認する｡そして文脈やテキス トの性格を考慮

に入れた具体的な用例において､pa一動詞が縮減アスペクトを通じて､動作やそれに関連す

る事象に対する話者の主観的評価を示し得ることを記述する｡

4.1.スラヴ諸語における縮減アスペクト̀3のpo一動詞の先行研究

ポーランド語の接頭辞pO-を論じたpiemikarskiは､動作の短い時間限定よりも動作に関わ

る主体の内面の状態を示すpo-動詞に情緒的な (肯定的 ･否定的)ニュアンスがあることを

指摘し､｢情緒 ･結果の動詞 (czasownikiafektywno-rezultatywne)｣と呼んでいる (Piernikarski

1969,130-132,Piemikarski1975,18).po孟miaesicr少し笑う｣､Poskakae｢少しジャンプする｣､

PotaAczye｢少し踊る｣などのpo-動詞では､接頭辞pO-が規定する量の少なさが､部分的な､
不完全な､弱い程度の動作の実現も､短い持続時間も示さず､主体が動作に関与する程度､

または動作が主体に及ぼす程度の低さを示すとしている (Piernikarski1975,30)0

アスペクト論において､感情や評価といった主観的な要素とアスペクトとのつながりを

指摘した研究は少ない｡しかLPiemikarskiは､動作の主体の内面の状態は､動作の持続す

る時間において動作が主体に及ぼす影響の "副産物"であり､動作の量的な評価から情緒

的な評価 (Ocenaafektywna)-の移行があること､そしてその移行が流動的であることを指

摘している (Piemikarski1969,131,Piemikarskil975,28)｡また､言語記号が現実を切り取る

だけではなく人の心理的反応や評価を反映する例として､名詞S壬oAce｢太陽｣ とその指小形

slonkoを挙げ､指小形が指小という客観的内容の他に､そのもの-の話者の態度を伝えてい

るとしている (Pjernikarski1975,28)oLかLPiemikarskiの研究の中心は､接頭辞pO-の縮

63 ロシア語学においては､完了体 .不完了体の文法的対立をなすアスペクトとは別に､接辞を使った派生

形態論による具体的で語嚢的なアスペクト的意味である動作様式､またはアクツイオンスアル トがあると

ことから､｢縮減の動作様式｣と呼ぶことがある｡しかし本論文では便宜上､縮減アスペクトと呼ぶ｡

137

Do
ct
or
al 
Th
es
is 
(T
ok
yo
 U
ni
ve
rs
ity
 o
f F
or
ei
gn
 S
tu
di
es
)

東京外国語大学博士学位論文　Doctoral thesis (Tokyo University of Foreign Studies)



減アスペクトよりもPFV化の機能や ｢少しずつ｣行われる動作を示す分配 (distributive)ア

スペクトの意味であり､縮減アスペクトについてはあまり論じていない｡

次の4.2.で詳しく述べるように､量的な評価の他に感情的な評価が指小形に認められるこ

とは指小のカテゴリーの研究において一般に広く理解されている｡Piemikarskiがアスペク

ト論に基づくpo-動詞の研究において指小形を例として挙げたのは､動作の ｢小ささ｣ の判

断が話者に拠っていること､そしてその量的な評価から感情的な評価の移行が様々なアス

ペクトの中でも特に縮減アスペクトに認められることを示している｡

petruxinaが ｢話者の動作に対する感情的態度は時間の捉え方に影響する｣(Petruxina2011,

147) と述べるように､ロシア語やその他のスラヴ諸語との対照研究においては po一動詞に

おける量的評価と感情的評価の交差が指摘されている (Stawnicka2005,Petruxina2011)0

文脈やコミュニケーション論をより考慮に入れたアスペクト論の立場からは､Karavanov

と Mustajoki& Pussinenによるロシア語の縮減アスペクトの po-動詞の先行研究がある

(Karavanov2006,Mustajoki皮Pussinen2008)O

縮減アスペクトを示す接頭辞はロシア語において複数ある｡Karavanovはその中でも､文

体的色彩のある縮減アスペクトの接頭辞pO-においては､実際の動作のアスペクトを示す明

示的意味 (denotativnoeznaeenie)よりも､動作に対する話者の主観的態度を示す副次的意味

(modusnoeznaeenie)が強い としているoKaravanovは明言していないものの､語や文が示

す意味の中に客観的なものと主観的なものが存在するという立場は､Ballyが提唱した

dictumとmodusの関係を前提としていると考えられる｡

Karavanovは､辞書記述をもとに縮減アスペクトの動詞を2つに分けている｡

(a)｢少しずつ｣｢少し｣｢幾分か｣｢ある程度｣などの語嚢で縮減アスペクトが説明される

(poprivyknut'｢少し慣れる｣:privyknut'｢慣れる｣)
(b)縮減アスペクトの意味がそもそも明示されなかったり､元の動詞と同じとされる

(popridumat'｢思いつく｣- pridumat'｢思いつく｣)

しかし(a)のように､辞書記述で縮減アスペクトを示す語により凡例づけがなされてい

ても､実際の用例を見ると､動詞の意味が ｢少し､幾分｣という動作の低い集中性とは結

びつかず､実際には動作の高い集中性が示されることがあるとKaravanovは指摘している｡

poprigljadet'

Razg.Prigljadet'nemnogo,neskol'ko.口語 :｢少し､幾分見やる｣

例文411 (Karavanov2006,106)

etoty,govorit,Manyn,nepot)riEliadigsebemestiSkakakogo,ved'vonvesnanastupaet?

ちょっとM叫 n､もう春が来るっていうのに場所を見つけていないの?
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popridavit'

Razg.Pridavit'nemnogo,neskol'ko.口語 :｢少し､幾分踏みつける｣

例文4-2 (Karavanov2006,106)

Nu san主,raLZumeetSja,6erezmenJaPrOeXali,p_QPr_i_a_ayil_igrud'.

ソリは当然のことながら私を引き､胸が踏みつぶされた｡

Karavanovによれば､例文 411では話者はpo一動詞を使うことで聞き手がまだ自分の場所

を見つけていないことを責め､例文4-2ではpo一動詞が ｢少し､幾分｣と矛盾する ｢とても

強く｣という意味で用いられているか､po一動詞によって話者は自分の身に起きた出来事を

取るに足らないこととして捉え､皮肉的に評価をしているという二通りの解釈が可能であ

るとしている (Karavanov2006,106)0

Karavanovはまた､単に話者の主観的態度が示される副次的な (modus)意味を示す動詞

として､popriZat'｢つねる､懲らしめる｣とporasskazat'｢話す｣を挙げている.

例文4-3 (Karavanov2006,108)

AdministracIJaegopOPri呈ala.

責任者たちは彼を懲らしめてやった｡

例文4-4 (Karavanov2006,108)

Oniotebekoe-etoporasskazali.

奴らがお前のことをなにか話してたよ｡

以上の点をまとめると､縮減アスペクトの意味が明示的で､客観的なアスペクトの動作

を一般に示す (a)のタイプのpo一動詞に対し､(b)のタイプのpo-動詞は ｢時間における動作

の流れを特徴づけるのではなく､出来事や人物に対する個人的な態度を示し､副次的

(modus)で主観的｣である (Karavanov2004,107)0

Mustajoki&Pussinenは新聞を題材にロシア語のpo一動詞を分析し､コミュニケーション行

為の効果性の観点からpo一動詞の選択とその機能を分析している｡彼らによれば､po一動詞の

選択の可能性がある時､接頭辞pO-の有無は文の命題には影響を及ぼさず､コミュニケーシ

ョン上の効果の点でのみ差異が生まれる｡このように､事実を単に伝えるだけでなく､読

み手の関心を引き､信頼を獲得するために書き手が選ぶ語嚢や語形を ｢機能 ･命題的パス

ワー ド (funkcional'no-propozicional'nyeslovoparoli)｣としている.この ｢機能 ･命題的パス

ワー ド｣としての po一動詞は､書き手と読み手の距離を縮める言語手段として､｢文脈の新

しい意味や文法的特徴を書き手に作らせ､発話の認知度を拡大､強化し､描写される出来

事を感情的 ･表現的に目立つ (aktual'nyj)ものとし､コミュニケーション行為の成功を保

証するものである｣としている (Mustajoki&Pussinen2008,2651266,273)o
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接頭辞 pO-が担うコミュニケーション上の機能とは､①接頭辞 pO-が描写する行為を強調

し､動作の程度を増大させ､言語的には示されない動作の質に読み手の注意を喚起し､②

動作の結果に注目を向けさせるほか､③状況や発話の対象-の主観的評価 (一般に否定的

評価)を示すことである｡そして ｢命題を様々なレベルで修正するpo一動詞は､ある行為を

個人的なものとして (lienostno)描写し､言語の潜在力 (jazykovojpotencial)を創造的に､

個人的に利用するための､最も手軽で多くの人に必要とされる手段となった｣と結論づけ

ている (Must亘ioki皮Pussinen2008,269-273)0

Mustajoki&Pussinenが挙げた接頭辞pO-の3つの機能は､アスペクト的な意味 (動作の程

度と結果)の表示と読み手の注意の喚起 (①と②)､そして主観的評価の表示 (③)に大き

く分けられるが､どちらも書き手の関与があるという点で共通している｡アスペクト的意

味への注意の喚起と同様に､主観的評価の表示もまた書き手自身の判断であり､主観的評

価の表示も読み手の注意を喚起する可能性があるからである｡

Piemikarskiと同様にKaravanovもまた､明示的な意味を元にした副次的意味が明示的意味

よりも前面に現れる名詞の語形成の手段として指小辞を挙げ､｢指小辞は､場合によっては

いかなる指小の意味も示さず､単にものに対する話者の主観的態度を示しうる｣としてい

る (Karavanov2006,107)0

ラトゲィア語では､スラヴ諸語の接頭辞pO-に対応する接頭辞pa-があり64､動作の短い継

続時間を示す限定 (delimitative)アスペクトと､｢少し｣の動作を示す縮減アスペクトを示

す｡またラトヴィア語の指小形はスラヴ諸語と同様に､指小辞により生産的に形成される｡

よって､スラヴ諸語の先行研究をもとに､ラトヴィア語のpa一動詞と名詞の指小形を比較す

ることに問題はない｡

動詞中心のカテゴリーであるアスペクトの中の縮減アスペクトと､名詞中心のカテゴリ

ーである指小という､品詞をまたがるカテゴリーの比較は考察の価値がある｡動作の内的

時間の反映のされ方を研究するアスペクト論は､アスペクト対立や動詞の語嚢的意味との

関係といった､客観的な側面の研究が一般的である｡しかし話者の主観的評価や文体論と

いった､論理的説明や記述が難しい言語の主観的な側面の研究はあまりなされてこなかっ

た｡そこで､感情的側面や表現的側面の研究が発展している名詞の指小を縮減アスペクト

と相関させることで､アスペクトと主観的評価のつながりの研究の可能性が広がることが

期待される｡

4.2. ラトヴィア語における指小形

ラトヴィア語の生産的な指小辞は2つ (-ip-とlTt-)あり､名詞の曲用タイプにより使い分

けられる (表4-I)0

64接頭辞pa-も前置詞paもバル ト･スラヴ語共通の接頭辞､前置詞とされる (EndzelTns1971,441,592)o
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表 4-1:ラ トヴィア語の主な指小辞

名詞の曲用タイプ 指小辞 元の名詞 指小形

第 1変化 (a-語幹) -ip- galds｢机｣ galdin蓋∫

第2変化 (ja-語幹) -Tt- skapis｢棚｣ skapTtis

第3変化 (u-語幹) -ip- tirgus｢市場｣ tirdzin萱,

第 4変化 (a-語幹) -ip- gramata｢本｣ gr豆ma血aJ

第5変化 (i-語幹) -it- roze｢バラ｣ rozite

名詞-の指小辞の付加により､名詞が指す ものの小 ささが示 され る｡例文 4-5では話者 A

が名詞 ievads｢前置き｣を用い､話者 Bがその指小形 ievadig主で言い直 し､前置きの規模 を

明確化 している｡話者 Bに応 じて話者 Aも指小形を繰 り返す ことで､明確化 された前置き

の規模 に同意 している. ここでは形容詞 mazs｢小 さい｣ も指小形 mazip主となっているo

例文 4-5 (LR.06.04.2011)

A:Nutagad tas t豆ds ievads…
助 今 その そのような 前置き

B:Ievadip.蓋.
前置き一指

A:Ievadi申, 幽 ja.
前置き一指 小さい一指 はい

A:今から話すのは､まあ亜置主なんだけど…

B:ちょっとした前置き (指小形)ね｡

A:ちょっとした前置き (指小形上 ちっちやい (指小形)､そうだね｡

指小形の意味には相互に関連する客観的意味 と主観的意味の 2つの側面があることは通

言語的に知 られている (Nieuwenhuis1985,Jurafsky1996)oラ トヴィア語 も例外ではないo『標

準語文法』も-ip-などの指小辞65について､｢実際の指小｣ と ｢感情 ･主観的評価｣の両方に

65R叫e-Dravigaは､指小の意味を持ちうる58の接尾辞を挙げている (R稚E-Dravipa1959)｡表411で挙げ
た以外の接尾辞を以下にいくつか示す｡

-e1- 行為者名詞､動物､植物､ものや抽象名詞を指すが､現在では名詞の指小化が最も生産的であり､

ものの小ささや主観的評価を加える (『標準語文法』1959,93-95)o
例 :virelis:virs｢夫｣ puigelis:puisis｢男の子｣ sievele:sieva｢妻｣

-en- 動物の雌､ベリー類､キノコ類を示すが､名詞には否定的評価を示す(『標準語文法』1959,95-102)○
例 :C屯cene ｢チチタケ｣｢雌豚 (否定的評価)｣:C白ka｢豚｣

-en- 動物の子供を示すが､人を指す名詞を指小化する (『標準語文法』1959,109-112)○
例 :zaglens:zagls｢泥棒｣ puisens:puisis｢男の子｣ meitenens:meitene｢少女｣

-u1- 人やものを示す名詞を動詞から派生させるが､否定的な評価が加わることがあるo指小の意味は

失いつつあり､指小辞として生産的なのは固有名詞のみである (『標準語文法』1959,155-157)o
例 :Annule:Anna(女性名) Marule:Mare(女性名)

-uk- 本文で挙げた-ip-や-Tt-よりも口語で使われることが多いO『標準語文法』では記述されていないo
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触れている(『標準語文法』1959,112-121)0 R叫e-Dravipaによるラトヴィア語の指小形につ
いての博士論文では､ものの小ささを示す実際の指小ではなく､指小形の意味機能や用法

に記述の大部分が割かれている (R叫e-Dravipa1959).

指小形は､多かれ少なかれ客観的に判断されるものの大きさを示す｡しかし指小形はも

のに対する話者の主観的評価も示す｡その主観的評価は､愛情､好意､親しみから､皮肉

や軽蔑に至り､人間の感情と同様に多様で複雑である｡

指小形の客観的意味は､明示的な視点から客観的に実証される｡育児雑誌 『わたしの赤

ちゃん (MansMazais)』からの例文4-6では､一連の子供服が指小形で示されている｡

例文4-6 (MM.6.2010)

(..)uzadb vair豆kus kombinezogus,｣邸岬 , biksnes, cepurnes,
編む一過 1単 複数の チョッキー複対一指 ジャケット複対一指 ズボンー複対一指 帽子一複対一指

zabacipus(").
ブーツー複対一指

私はチョッキ (指小形)､ジャケット (指小形)､ズボン (指小形)､帽子 (指小形)､ブーツ (指小形)を

いくつも編んであげた｡

しかし指小形の持つ客観的側面と主観的側面が､lつの指小形の中に同時に組み合わされ

ることはよく知られており､『標準語文法』でも同様の指摘がなされている (『標準語文法』
1959,113)｡指小形は子供への呼びかけや､子供に関連する事象について用いられることが

多いことを鑑みると(R唖e-Dravipa1959,25-37,Nieuwenhuis1985,80,Jurafsky1996,563)､例

文4-6でも実際の子供服の小ささ以外に､母親の子供に対する愛情を見出すことができよう｡

例文417では名詞 bizness｢ビジネス｣とその指小形biznesip蓋が用いられているO書き手

はnu,vai｢まあ､もしくは｣ と表現を訂正して意識的に指小形を加えている｡ここで話題と

なっている開店したばかりの店の規模は大きいものではなく､指小形はそのビジネスの規

模を明確化している｡一方で､書き手はその後に続く肯定的な意味の3つの形容詞と共に､

指小形を用いることで事業に対する肯定的評価を示している｡

例文4-7 (K.7.2010)

Tas tad arT ir MartiDa (..) jaunaiS 垣適 塾. Nu vai bizrleSip蓋.Gards,
それ それでは も be一現 3 Mart吋菖一属 新しい ビジネス 助 または ビジネス-指 おいしい

S豆tTgs, un galvenalS, SaVeJalS.
お腹を満たす そして 重要なことに 自分の

それはまたM豆rtiがの新しL

L､何よりも､自分流の｡

､ビジネスでもあるC小商い (指小形)とでも言おうかOおいしく､お腹を満た

例文4-8では名詞projekts｢プ ロジェクト｣とその指小形projektip蓋が用いられている｡話

者は名詞を指小形にすることで､プロジェクトの規模の小ささを示している｡指小形が ｢A

はAだ｣という同語反復の中で用いられることにより､プロジェクトの属性 (ここでは指
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小)が強調されている｡逆接の接続詞bet｢しかし｣が続くことで譲歩の意味も示され､話

者は自身のプロジェクトを過小評価している｡

例文418 (LR.22.10.2009)

Str豆daju vienu labdarTbas prdektu (").Prdektigi ir prq吋車重, bet
働く一過1単 ある ボランティアー属 プロジェクト対 プロジェクト指 be一現 3 プロジェクト指 しかし

gribeju es kautko tadu, kas ir vISu m自主u.
したい-過 私 何かを一対 そのような 関代 be一現3すべて 一生一対

あるボランティアのプロジェクトで働いた｡プロジェクト (指小形)は所詮プロジェクト (指小形)だけ

ど､一生残るようなものにしたかった｡

一般に､客観的なものの小ささや主観的評価､もしくはその両方が示す対象は､指小化

された名詞が示すものに対してであると理解される｡例文4-7ではビジネスの規模と肯定的

評価､例文 4-8ではプロジェクトの規模とその過小評価などが指小形により表されている｡

しかし例文4-6では､子供服の小ささを示す指小形は､その持ち主､つまり指小化されたも

のに関連した子供-の愛着を示した｡

次の例文4-9では話者がインターネットのサイ トを宣伝しており､そのサイ ト-の登録を

聞き手に呼びかけている｡ここで用いられている名詞e-pastaadrese｢Eメールアドレス｣の

指小形e-pastaadresiteでは､話者はEメールアドレス自体に対して何らかの態度を示してい

るだろうか.そもそもEメールアドレス自体にどんな態度を持ちうるだろうかoここではE

メールアドレスの短さはもちろん､Eメールアドレス-の好意や侮蔑といった肯定的､ある

いは否定的評価を話者が示しているとは考えにくい｡

例文4-9 (LR.09.02.2010)

Atkal tur vajadzTga tikai e-pasta adresfte apstiprin誠mai.
再び そこで 必要である だけ Eメールー属 アドレス一指 承認一与

そこでまた必要になるのは､認証用の Eメールア ドレス (指小形)だけです｡

ロシア語の指小形を分析したⅥ〕lekは､指小形の使用が､話者の呼びかける相手-の態度

や､コミュニケーションを効果的に行うための意図に大きく依存していることを強調して

いる｡なぜなら指小形は､｢派生した指小形の基語 (thebaseorthediminutivederivative)が

示す現象と､それが示さない現象の両方に対する呼びかけ者 (addressor)の感情的態度を示

す能力｣を持ち､ある場合において ｢指小形は言語外現実のある現象に対する感情的評価

を表現するための媒介の役割を果たしているに過ぎない｣からである(Vblek1987,149-150)0

これは､指小形が示す主観的評価が､指小形が示す現象の中だけに留まらず､テキストや

発話全体に広がることを示している｡

文脈を考慮に入れた場合､例文4-9の ｢Eメールアドレス｣は話者が聞き手に対して促す

行為 (サイ ト-の登録)の手段となっており､指小形はその行為のたやすさを示す役割を

143

Do
ct
or
al 
Th
es
is 
(T
ok
yo
 U
ni
ve
rs
ity
 o
f F
or
ei
gn
 S
tu
di
es
)

東京外国語大学博士学位論文　Doctoral thesis (Tokyo University of Foreign Studies)



果たしているoこの行為が煩項であることは副詞 atkal｢また｣により示されているが､副

詞 tikai｢だけ｣ と共に指小形がそれを打ち消している｡ここでの指小形の使用は､聞き手

-の働きかけを円滑にする役割を担っている｡

指小形が単独でテキス トや発話全体に影響を及ぼすことから､指小形の研究は形態論だ

けでなく語用論からの研究の必要にも迫られてきた｡例えばNieuwenhuisは指小形の類型論

を論じ､丁寧､未熟､起源 ･子孫､関係性､類似性､集団､女性､尊敬といった指小形に

関する普遍的な意味の領域と広がりを挙げている (Nieuwenhuis1985,39)o Jurafskyも同様

の意味を挙げ､多義的な指小形の意味を､実際の ｢ものの小ささ｣から様々な意味を発展

させる ｢放射状のカテゴリー (radialcategory)｣としている (Jurafskyl996,535-536,542)0

よって､形式的な立場の形態論や語形成論による指小形の研究には限界があり､語用論や

文脈を重視したより広いアプローチが必要である｡

4.3. 指小とアスペクト

ラ トゲイア語の名詞に関する文法カテゴリーには性､数､格があり､動詞に関する文法

カテゴリーには時制､法､人称､態がある｡異なる品詞に関係する指小とアスペクトのカ

テゴリーに共通するのは､どちらもラトヴィア語においては文法カテゴリーというよりも

語嚢 ･意味的カテゴリーであり､形態論ではなく語形成論で論じられることである｡

4.3.1. 指小からアスペクト-

指小からアスペクト-の議論の移行は一見すると唐突に見える｡ しかし類型論的には指

小のカテゴリーは名詞に限らず､形容詞､副詞､数詞､人称代名詞､指示詞､疑問詞､間

投詞､挨拶など一連の品詞に及び､動詞も例外ではない (Nieuwe血uis1985,64-73)0

Nieuwenhuisの分類によれば､接尾辞の付加された指小の動詞には3つの意味があり､①

子供や愛する人に対して用いる指小の動詞のほか､② ｢動作の反復や､繰り返される中断｣

を示す動詞､③ ｢普通よりも少ない量を示す動作やあまり重要でなく､広い意味で "小さ

さ"を含む動作｣を示す動詞が挙げられる (Nieuwenhuis1985,70-73)｡後者の2つの意味は

紛れもなく､アスペクト論で定義される動作の反復 (iterative)や短い動作の時間限定や縮

減のアスペクトである｡

ラトヴィア語でも指小形は名詞に限らず､一部の形容詞 (mazip蓋:mazs｢小さい｣､labiが:

labs｢よい｣)と副詞 (lenTtem:lenam ｢ゆっくりと｣､alla軸 :aHaZ｢いっも｣)､人名の愛称

形(Guntariが:Guntars､IIzTte:Ilze)や名詞を含む挨拶 (Labdienig!:Labdien!｢こんにちは !｣､

visulabipu!:Visulabu!｢ごきげんよう!｣)にも見られる｡

動詞に関してはどうだろうかoR坤e-Dravipaは指小形の動詞として､euei申t｢ねんねをす

る｣(:eueet｢ねんねをする｣)､stavi申t｢立っている｣(:stavet｢立っている｣)､nacip!｢来
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なさい !｣(:nac!｢来なさい !｣2人称単数に対する命令形)などごくわずかな例を挙げて

いるが､これらの動詞は育児語 (Ammensprache)で使われる (R叫e-Draviga1959,27). こ

れはNieuwenhuisの挙げた動詞の指小形の意味の①にあたはまる.

2.5.1.の脚注26で触れたように､②の反復のアスペクトを示す形態素には-a-,-i-,-ina-,-0-,

-a-とIaIa-,-u!a-,-av豆-,-ale-,-ele-,-ule-,-ul0-,-avO-などの接頭辞があるが(soida2009,1921197)､

反復の接尾辞の付加は接頭辞付加ほど生産的ではない｡1やlの子音を含む接尾辞について

は軽蔑的意味のニュアンス (pejoratTvasnozTmesnianse)があり (soida2009,1961197)､この

接尾辞で示される反復アスペクトに否定的なニュアンスがあるということは名詞の指小形

と共通している (例 :drebelet｢震える (反復)｣:drebet｢震える｣､staigu!ot｢歩く (反復)｣:

staig融 ｢歩く｣)0

Nieuwenhuisが挙げた指小の動詞の③の意味である ｢動作の小ささ｣というアスペクト的

意味には､接尾辞よりもはるかに生産性が高い接頭辞によって示される､動作の時間限定

と縮減のアスペクトが想起される｡

『標準語文法』のアクツイオンスアル トの記述の中には簡潔ではあるが､｢指小の動詞｣

(deminutfvieverbi)と名付けられたpajokoties｢ちょっと冗談を言う｣とpielabot｢ちょっと

訂正する｣の2つの動詞が挙げられている (『標準語文法』1959,565)0 Staltmaneによる､
少量の動作や集中性の低い動作を動詞に与える接頭辞の説明でも､所々に ｢指小の意味

(deminutTvanozime)｣とい う表現が見られる (Staltmane1958d,2331246).

アスペクトは状況の内的時間に対する話者の評価を示す｡そしてアスペクトには最も抽

象的なpFV･IPFVの対立アスペクトや､動作の量や時間､局面を示す様々なアスペクトが

あった｡完了体 ･不完了体の対立アスペクトが文法カテゴリーとされるロシア語のアスペ

クトでさえも､動詞のアスペクトは ｢主観 ･客観的｣で､｢主に解釈的な｣カテゴリーであ

る (Bondarko1976,47-50)｡指小もアスペクトも､前者は主に名詞が示す事象の小ささや評

価､後者は動詞が示す事象に対する時間的な話者の評価と言う点で共通している｡アスペ

クトの中で､ものの ｢小ささ｣を示す指小と相関するのは､動作の "小ささ"を示す時間

限定や縮減アスペクトである｡

時間限定や縮減アスペクトを分析する前に､評価という観点で指小とアスペクトが交差

する感情的側面と表現的側面､また指小形と縮減アスペクトのpa一動詞に対する言語文化論

の批判を4.3.2か ら4.3.4.で論じる.

4.3.2.指小形とアスペクトの感情的側面

4.1.で紹介したアスペクトと主観的評価の関わりの指摘は､膨大な先行研究があるスラグ

諸語のアスペクト論の中では多くない (Piemikarski1969,1975,Karavanov2004,Stawnicka

2005,Must亘ioki皮Pussinen2008,Petmxina2011)0

言語における感情的側面は指小形に関わらず､法や時制､人称や数といった文法形式に
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より様々なレベルで現れる (Ⅵ)1ek1987,17)｡しかし感情という主観的な側面は客観的な文

法形式の下では文法の周辺的な現象としてしか扱われない｡例えばロシア語のアスペクト

の研究では､たとえそれが語用論的なアプローチであったとしても､扱う現象は究極的に

は完了体と不完了体の対立という文法現象に帰結される｡

語形成論からの観点では､アスペクトと感情性に関する間接的な指摘がある｡Zemsk軸

は､接頭辞付加により形成された動詞は新たな指示 (denotat)を生み出したり､新たな種類

の動作 (例 :prilunit'sja｢月面着陸する｣)を示すことがあるが､｢社会的要因よりも主観的 ･

人間的要因がより強く｣､｢動作に対する人間の主観的立場を反映する｣とし(zemskaja2009,

84-85)､接頭辞と再帰の後接辞-sjaによって表され､一般に好ましくない結果をもたらす動

作の集中性を示す動詞を挙げているoZemskajaはアスペクトと感情性のつながりを直接指

摘していないものの､動作の集中性はアスペクト (ロシア語ではアクツイオンスアル ト)

の一つであることから､zemsk軸 の言う ｢主観的 ･人間的要因｣や ｢動作に対する人間の

主観的立場｣の一つに動詞のアスペクトも含まれることがうかがえる0

ロシア語のアスペクト対立の意味的･形態的制限を研究したvajdaは､体の対立をなさな

い完了体動詞の多くを陳述的に有標な (narrativelymarked)動詞としているoVajdaが定義

する陳述的に有標な動詞とは､出来事の陳述と同時にその出来事に対する話者の態度を示

す動詞である｡これらの動詞には､陳述する出来事に対する話者の感情的態度を示す動詞

(俗語)や時間面における話者の主体的な印象を示し､陳述される出来事を時間の面で聞

き手に視覚化しやすくさせる動詞などがある (Vajda1987,64).

後者の動詞の例として挙げられているのが､完了体の単体動詞 tolkanut'｢押す｣である｡

不完了体 tolkat'とペアをなす完了体 tolknut'｢押す｣と比較した完了体の単体動詞 tolkanut'

｢押す｣には､"思わず"という意外性や "強ぐ'という動作の強度が示されている｡同様

に不完了体govorit'とペアをなす完了体skazat'｢言う｣と比較した完了体の単体動詞skaZanut'

｢言う｣には動作の意外性だけでなく､言うことが馬鹿げていたり場違いであるといった

話者の評価が示されている (vajda1987,65-66,71172)oこれらの動詞の多くはロシア語学の

アスペクト論で一回体と呼ばれる動詞を派生させる動詞接尾辞の一つであるIanu-が付加さ

れている｡

また､動作の漸次的 ･連続的展開を示す動詞 pggiaeXat'｢一定量の主体が次から次-と来

る､PgVytOlkat'｢逸互生押し出す｣や､動作の個別の主体や客体が接頭辞により規定される
匹 bit'｢全員皇殺す｣､pgPdatat'｢多数のものを隠す｣といった動詞も話者による主体的な

66出来事の認識を示し､陳述的に有標であるという (vajda1987,72-73)0本論文筆者が下線

で示した接頭辞の付加により､和訳中に下線で記した意味要素が加わっている｡

vajdaはさらに､｢時間面における主体的な印象を示す動詞｣(Vajda1987,65)として次の

ような動詞を挙げている｡例えば dovoloeit'sja｢女を追い回し､その結果悪い結果を招く｣

66vajdaは研究の中でsubjectiveとobjectiveという用語を､それぞれ陳述の主体､客体に関わる､という意

味で用いている (Vajda1987,31133).
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(基動詞 voloeitlsja｢女を追い回す (俗)｣)のように期待していない動作結果をもたらし､

話者の認識の中で原因と結果を皮肉的に示す動詞､zaezdit,｢乗りつぶす｣(基動詞 ezdit,67｢乗

る｣)や zasudit'｢不公平な審判を下す｣(基動詞 sudit'｢審判を下す｣)といった軽蔑の意味

が加わる動詞､izolgat'sja｢もう嘘がつけないほど嘘をつく｣(基動詞 Igat'｢嘘をつく｣)の

ようにこれ以上動作が行われないという話者の予想や尽力を示す動詞がある (Vajda1987,

77-79)ovajdaが規定する陳述的に有標な動詞には､動作の意外性という話者自身が経験す

る驚きを示す動詞や､dovoloeit'sjaや izolgat'sjaといった個別のアクツイオンスアル トに分

類される動詞があり､アスペクト (と一般に分類されるもの)が感情的側面と結びついて

いることをうかがわせる｡

ロシア語の表現的語嚢を研究した語嚢論のLuk'janovaは､多回を示すIyVa-/-iva-(Sはivat'

｢座っている (多回体)｣:sidet'｢座っている｣)や vajdaも指摘した-anu-(rezanut'｢切る (一

回体｣:rezat'｢切る｣)を指小辞と並べて｢主観的評価の接尾辞｣として挙げている(Luk'janova

1986,30)0Luk'janovaの先行研究には次の4.3.3.で再度立ち返る｡

ラ トヴィア語学のアスペク ト論では､接辞付加された動詞が持っ感情性についての直接

の言及はあまりなされていない680しかし､上で引用したロシア語学のアスペクト論におけ

る感情性の言及はラトヴィア語にも当てはまる｡例えば接頭辞と再帰要素との組み合わせ

により示される高い集中性 (動作時間が長い､動作量が多い)を示す動詞は､動作の末に

動作主体が経験する何らかの結果 (多くは否定的結果)とその評価を合意している｡

『標準語辞典』では､再帰要素との組み合わせにより動作の高い集中性を示す接頭辞動

詞の辞書記述として､｢長い時間｣｢時間全体｣｢たくさん｣といった副詞によるアスペク ト

的意味の説明が基動詞になされると同時に､｢疲れるまで｣といった動作の結果がカッコで

説明される (『標準語辞典』)｡例文4-10から例文4-16の下線部の動詞の基動詞はstr豆d豆t｢働

く｣､skriet｢走る｣､lasTt｢読む｣､staigat｢歩く｣である.

接頭辞no-+再帰要素 ｢過労 (大抵､疲れるまで)｣

例文4-10 (NRA.23.05.2006)

Nevelti tauta ir teiciens:ta nostrad亘ios, kanegribas est.
否 無駄に 民衆一位 be-現3 表現 それほど 働いて疲れる一過 1単 従 否-したい気分だ-現3 食べる

こういう表現には理由があるものだ :"たくさん働いて疲れたので､食べる気分ではない"｡

例文4-ll (D.26.01.2002)lヽ
Sodiennoskrejos visu dienu un esmu laimTga,karTt nekur nav j豆bBt.
今日 走って疲れる一過 1単 すべて 日 そしてbe-現 1単 幸せな 従 明日 どこにも 否-be一現3be一義

今日は一日中走って疲れたが､明日どこにも行く必要がないのでよかった｡

67接頭辞付加により動詞と補語の統語関係が変わる (例 :ezdit'na]o蓋adi｢馬に乗る｣､zaezdit'lo蓋ad'｢馬を
乗りつぶす｣)0

68表現性については､次節で説明するようにStaltmaneが指摘をしている (Staltmane1958d)o
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接頭辞par-+再帰要素 ｢過剰 (疲れや病気)｣

例文4-12 (D.09.04.2011)

Tasbija mi]ZTgsstress,fin豆1豆t泊rstrad豆ios, un sabojaju vese17bu.
それ be一過3巨大な ストレス 最後一位 働きすぎ右-過 1単 そして壊す一過 1単 健敵 対

それは大きなストレスで､結局私は働きすぎてしまい､体を壊した｡

例文4-13 (VZZ.27.07.2007)

Bemfba esganloti daudz lasTju. Dro主ivienp豆rlasTjos, tapec tagadt豆 mazak…
子供時代一位 私 助 とてもたくさん 読む一過 1単 おそらく 読みすぎる一過 1単 だから 今 助 少なく一比

子供時代私はたくさん読書をしていた｡たぶん読書をしすぎたので､今は [読書量が]減った｡

接頭辞sa-+再帰要素 ｢集中 (その結果何らかの身体的状態になる)｣

例文4-14 (LA.12.07.2004)

Ja vairaksastaigaj豆S,redzeju, ka mTlas sejasvaibstosielija sagurums,
もし さらに 歩き通す一過3 見る一過 1単 いかに かわいい 顔一属 表情一複位 浮き出る一過3 ちょっとした疲れ

さらに [彼女が]歩き通すと､かわいい顔の表情にかすかな疲労が浮き出てきたのが見えたQ

接頭辞iz-+再帰要素 ｢満足｣

例文4115 (KL.13.04.2011)

Ir t豆; kareizem sliktsgarastavoklis,(..)bet jabraucuzkori. Es aizbraucu,
be-現3 このように 従 時に 悪い 気分 しかし行く一義 - 合唱団 私 出かける一過 1単

量呈鎚radajq声, un man)r paVisam citsgarast豆voklis!
思う存分歩く一現 1単 そして 私一与 be一現3 まったく 他の 気分

時々気分が良くない時もあるけど､合唱団には行かなければいけない｡私が出掛け､しっかり働く｡ する

とまったく違う気分になる!

例文4-16 (KL07.12.2009)

Kad ir snlegS, izroku ce軸us,un ir vismaz k豆da energija.(..)
時 be一現3 雪 掘る-現 1単 道一複対一指 そして be-現3 少なくとも 何らかの エネルギー

Izstai軸 un uzreiz cita ener皇ija.
思う存分歩く一現 1単 そして すぐに 他の エネルギー

雪があると道 (指小形)を掘る｡すると何かしらのエネルギーが出てくる｡しっかり歩く上､すぐに違う

エネルギーが出てくる｡

これらの接頭辞動詞は強度のある動作や集中性が高い動作に加え､肯定的 ･否定的な結

果や評価を含んでいることから､話者の主観的評価が認められる｡
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4.3.3.指小とアスペクトの表現的側面

0.2.1.3.で述べたように､感情的側面と表現的側面は密接に結びついている｡話者の個人

的､主観的な態度といった感情的側面を持つ指小辞は表現性を持ち､したがって指小形は

表現的側面も持つ｡

アスペクト論の先行研究では､アスペクトと感情的側面との関わりよりもアスペクトと

表現的側面との関わりを示す指摘の方が多い｡

Ⅵ)1ekがロシア語のアスペクト対立における表現性の例として挙げる不完了体の動詞によ

る動作の否定の強調では､体が文法化されていることが表現性を消している (Ⅵ)lek1987,

17)と述べるように､表現性は文法的形式で示されることにより薄められると考えられる｡

一方で､ロシア語の中でも完了体と不完了体という文法的対立の下にまとめ上げられる

アクツイオンスアル トに目を向けると､先に挙げたpo一動詞のように､何らかの主観的態度

を示し表現的語嚢とされる接頭辞動詞も数多くある｡

Luk'janovaは表現性を持っ語嚢の意味要素の一つを｢語が示す現象の質･量的な特徴づけ､

つまり現象の程度｣を示す高 ･低の ｢集中性｣としている (Luk'janova1986,55)0 ｢現象の

実際の程度ではなく､主体による現象の程度についてのイメージ (predstavlenie)を反映す

る｣(Luk'janova1986,57)とLuk'janovaが定義する表現的な語嚢は､主体が中心となって現

象を捉えるという点において､1旬daの述べた ｢陳述的に有標な｣動詞の定義と重なる｡

4.3.2.で引用したように､Luk'janovaは一回体や多回体の接辞を指小辞と共に表現的接尾

辞としている｡しかし動詞接頭辞については､動作の程度を示すとしながらも､結果性や

開始性といった文法的意味の陰で表現性が薄れているとし､表現的接頭辞については論じ

ていない (Luk'janova1986,90)0

スラヴ諸語のアスペクト論における研究では､体の対立を持たないアクツイオンスアル

トの完了体の動詞が持つ文体的な特徴が指摘されている｡

zemskajaは､ロシア語のアクツイオンスアル トに分類される単体の接頭辞動詞の大部分

に表現性を見出し､主に口語や口語に近い文学作品に多く見られるとしている (Zemskaja

1955)0

Russellによるロシア語の動詞接頭辞 na-による動作の量化 (quantification)に関する研究

では､na-動詞557のうち57%が文体的に有標であり､さらにそのうちの50%が口語的､40%

が俗語的､8%が廃語､2%が方言的であるとしている｡またその判定を行ったのが教養のあ

る母語話者であったため､語の許容度が低くなってしまうことを指摘している｡文体的に

有標な na一動詞の具体例として nadelat'｢しまくる｣(基動詞 delat'｢する｣)や nastradat'sja

｢たくさん苦しむ｣(基動詞 stradat'｢苦しむ｣)を挙げている (Russell1986,8-10,79-80)0

文体的に制限がある点では､瞬間性や一回性､終了性といったアスペクト的意味を持ち､

口語や俗語で多く用いられるチェ,=語の接尾辞-nou-も挙げられる (Lebed11983,131,

Svobodov良2007,72)o

ラ トヴィア語では､Staltmaneが接頭辞による個別のアスペクトの表現性について言及し

149

Do
ct
or
al 
Th
es
is 
(T
ok
yo
 U
ni
ve
rs
ity
 o
f F
or
ei
gn
 S
tu
di
es
)

東京外国語大学博士学位論文　Doctoral thesis (Tokyo University of Foreign Studies)



ている｡4.3.2.で挙げた動作の実現の度合いや集中性が高い一連の接頭辞動詞は､表現的ニ

ュアンスを持ち､口語や俗語で多く見られる (Staltmane1958d,254,259)｡ またpFV化を行

う接頭辞nO-も視覚や聴覚に関する動詞に付加されると､短時間性と同時に表現性や力強さ

(ener畠iskums)を示す (staltmane195Bd,230)oこのようにアスペクト的意味を持つ語の一

部は､指小形と同様に表現的語嚢と見なせる｡

接頭辞が持つ意味に加え､-音節の形態素というコンパクトな接頭辞の形式的側面も接

頭辞の表現的側面を高める効果があると考えられる｡メタ言語の辞書記述のように､表現

的とされる接頭辞動詞を基動詞で置き換え､意味的には接頭辞の意味を副詞や副詞句､そ

の他の表現で代わりに示すことはできても､メタ言語による説明は冗長になり接頭辞の持

つ形式的なコンパクトさと表現性は失われる｡例えば4.3.2.で見た一連の接頭辞動詞を､辞

書記述に置き換えた場合の表現性は､感情性と同時に薄まるだろう｡

ラトヴィア語のアクセントは､固定アクセントで語の一昔節目に置かれる｡否定辞ne-辛

義務法で使われる接頭辞ja-が付加される場合以外は､接頭辞にアクセントが置かれるため､

接頭辞が音韻的に聴覚印象に残ることも表現的側面を助長しているといえるかもしれない｡

4.3.4.言語文化論に見る縮減アスペクトと指小形

主観的評価の表出が感情的 ･表現的側面を持つがゆえに､指小形と縮減アスペクトの動

詞は使用に制限があり､言語文化論で批判されることがある｡

4.3.4.1. 言語文化論に見る措小形

指小形の形態的側面に関する言語文化論の批判には､名詞の曲用タイプに応じて決まっ

ているはずの指小形の形成方法の逸脱があるo例えばzvaigzne｢星｣は曲用タイプでは指小

秤-Tt-の付加により指小形はzvaigzniteであるが､別の曲用タイプの名詞に付加される指小辞

-ip-の付加によりできたzvaigznipaが批判される (Freimane1993,156).

しかし言語文化論で最も多い指摘は､指小形の多用である｡指小形の多用により､指小

形が示す主観的評価が薄れることが批判される (Baltip 1977,Freimane1993,188,Paegle&

Ku弛is2002,51-52)｡指小形が ｢ことばをより活き活きしたものとするのに役立っ｣(Baltipa

1977,67)と言われるように､指小形が表現性を持っていることは広く認められる事実であ

る｡しかし身近なものを示す名詞の指小形 (pieniが ｢牛乳｣や rocip ｢手｣)や人-の呼び

かけ (kasierTt!｢レジの人!｣や 善oferTt!｢運転手さん!｣)が､言語活動の中で多用されること

で､｢指小の接尾辞が脱意味化｣するとされる (Freimane1993,188)0

Freimaneは ｢不要な指小形の多用｣としてdzTvTbipa｢命｣､mazip喜｢小さい｣､bemi中主｢子
供｣といった指小形を含む新聞記事からの例文4-17を批判している (Freimane1993,188)0
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例文4-17 (Freimane1993,188)

(‥)6.decembrTugunsnelaimeizdzesadzTvTbinas diviem mazipiem beminieml
12月一位 火事 消す一過3命一複対一指 2 小さい 子供一複与

12月 6日､火事は2人の小さな (指小形)子供たちの (指小形)一命を (指小形)消してしまった｡

Freimaneの評価は､指小形がふさわしくない言語使用の場面と指小形の多用によるもの

と考えられる｡しかし指小形の持つ主観的側面からこの例文4-17を解釈した場合､火事で

亡くなった子供たちへの書き手の哀れみが各指小形によって示されていると考えられる｡

父親が目を離している間に失綜した 1歳半の男児の衣類について､警察が発表した情報

が新聞に掲載された｡例文4-18では､男児の衣類が6つの指小形で示されている｡

例文4-18 (D.15.5.2004)

Gerbies :tum 蓋izil豆 vejjak豆, za担 kombinezon豆ar lentftem uz
着込む一能過 濃く 青い ウインドブレーカー-位 緑の チョッキ一位 のついた リボン-複一指 上に

pleciem,balta apak菖krekl豆, roza krekl豆, zil豆 曲 kajas zilaskurpites
背中-複 白い 下着のシャツ一位 ピンクの シャツイ立 青い ジャンパー一指 足一複位 青い 靴一複一指

ar spr豆dZ刑i, galV豆balta sasienama cepu何e ar bumbuliti･
のついた バックルー指 頭一位 白い 結ぶ-受過 帽子一指 のついた ボンボン一指

服装 :濃い青のウインドブレーカー､背中にリボン (指小形)のついた緑のチョッキ､白い下着のシャツ､

ピンクのシャツ､緑のジャンパー (指小形)､足にはバックル (指小形)付きの青い靴 (指小形)､頭に

はボンボン (指小形)がついた白いあご紐つきの帽子 (指小形)｡

この事件は､父親が男児から目を離して酒を飲んでいた際に男児が池で溺死したことか

ら､国内で話題となった｡同新聞のエッセイでは二日後に遺体で発見された男児に対して

哀悼の意が示されている｡例文4-18の衣類の情報で用いられた一連の名詞の指小形の使用

の印象が強いのか､このエッセイのタイ トルは 『バックル (指小形)つきの靴 (指小形)

(Kurpitesarspr豆dzTti)』で､指小形の使用が言及されている (例文4-19)o

例文4-19 (D.31.05.2004)

No mekleganas paz叩OJuma:"Kajas zilaskurpTtesarspr豆d由ti,galv豆 baltasasienama
から 捜索一属 発表 足一複位 青い 靴一複 と バックルー指 頭一位 白い 結ぶ-受過

cepurlite arbumbul砧. HPat oflCia1豆 informacija tika lietoti deminutTvi. T豆pat
帽子一指 と ボンボン一指 さえ 公式な 情報一位 受-過3 使 う一受過 指小形一複 同様に

ka tad, kadugunsdzesejipeed曲 m dien豆m izsQkneja d確iun tika
のように その時 時 消防士一複 後で 数 日一複 捜索する一過3 沼一対 そして 受一過 3

zipOtS, kaatrasts 'セ盛 1咋is". Mazam cilvecipam nebija lauts
知らせる一受過 従 見つける-受過 男子一属一指 死体 小さい 人間一与一指 否-be一過 3 許す一受過

izaugtlielam.
育つ 大きく

捜索の発表より.｢足にはバックル (指小形)付きの青い靴 (指小形)､頭にはボンボン (指小形)付きの

白い帽子 (指小形)｣.公式な情報でさえ､指小形が用いられていたO-数日後消防士達が沼を捜索し､｢盟_壁

千 (指小形)の遺体｣が発見されたと通知した時もだ｡この小さな人 (指小形)には大きくなることが許

されなかったのだ｡
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ある場所を出所とする情報は記者の意図でそのまま新聞記事に掲載されることもあれば､

記者の意図や第三者の校閲により語や語形､表現が修正されることもある｡男児の失綜後､

5つの全国紙で捜索の手がかりとなる男児の衣服の情報が掲載されたが､記事によっては指

小形ではない名詞が用いられている｡以下の表4-2では､記事中の各名詞を比較し､指小形

を網掛けで記す｡各記事の文中では格変化をしている名詞もあるが､表では主格で示す｡

表 4-2:各新聞記事に見る男児の服装に対する指小形の使用

BNS. D. LA. VA. NRA.

14.05.2004 15.05.2004 15.05.2004 15.05.2004 15.05.2004

ジャンパー 弓襲撃坤冬美 ..i+.鼓室●L. 惑浮hlさとuh 69 -

リボン L､､や lentes70 lentes畑甥薫叩teS IeS､＼ .nl 決して轄

靴 ･∴うブ llい.. sALiji-≦f:詰当惑短罷栂醸 ku叩eS ku叩eS墾華∴‡..; ･:;三㍍瑞三吉jii嘩汁 茂

バックル spr豆dze (､号.こ譲紫≡ 軽 spr豆dze spr豆dze細f 冨1き､溢

男児の遺体発見後の記事でも､｢男の子の遺体｣ に指小形の使用のばらつきが観察できる

(表 4-3).表 4-3では ｢男の子｣ は属格で､｢遺体｣は主格で示すopuisTtis(属格 puis詣a)

とpuisens(属格puisena)はpuisis｢男の子｣の指小形であるoNRA.の記事ではzens(属格

zena)｢少年｣の使用もあった｡

表4-3:各新聞の記事に見る男児の遺体に対する指小形の使用

BNS. VA. D. NRA. LA.

17.05.2004 17.05.2004 17.05.2004 17.05.2004 18.05.2004

男の子の ill.､､L､ - Zena ･ミキ約言iミi卓;:増;)､'築三もこ.｢､,,1,.:Y.llpu.甲ヰ

遺体 1時is lTkis - 1年is

警察による実際の発表でどの名詞が指小形で用いられていたのかを知るためには､警察

による発表を確かめるしかないだろう｡しかし校閲により消える接頭辞 nO-のように (本論

文 3.5.3.を参照)､出典元の情報やある人物の発言を記事に掲載する段階で､書き手や校閲

者により語形や表現の変化が行われたことは明らかである｡

情報伝達の点では､衣服を指小形にするかしない かは捜査の手がかりとなる衣服の情報

を歪曲するわけでも､捜査の支障になるわけでもない｡指小形は命題的な文の意味も､実

際に指す対象も変えることはないからであるム

69記事中では省略されている場合にはハイフンを記した｡

70記事にはlences｢レンズ｣とあったが､明らかな誤植である
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しかし1歳半の男児が着る客観的に小さい子供服であったとしても､VA.とNRA.の新聞

記事では名詞を指小形で示すには何らかの抵抗があったと思われる｡この抵抗には､指小

形が実際の小ささを示す以上に何らかの主観的評価を表出すること､そして主観的評価の

表出が客観的な情報の伝達の場面にふさわしくないことが確認される｡男児の衣服を巡る

これらの例は､指小形の使用ではものの小ささを示す客観的な側面よりも､話者の態度と

いった主観的な側面が優勢になりうることを物語っている｡

だからこそ､男児の遺体発見後の2004年 5月31目付のD.紙の記事 (例文4-19)におけ

る､捜査の情報に連続して用いられる指小形-の反響には､警察の発表した情報という､

期待されていない言語の使用場面で指小形が用いられたこと､しかも連続して用いられた

こと､その指小形がそのまま新聞に載せられたこと-の驚きが見て取れる｡さらには､指

小形をそのまま掲載することで､幼くして死んだ男児や彼の衣類を印象に残し､事件の悲

しさを社会に伝える記者の意図もうかがえる｡たとえ警察が指小形を用いず､記者が個人

の判断でもとの名詞を指小形に修正したとしても､それは結局のところ男児や事件-の記

者による主観的な態度の表れであり､読者の注意を喚起するための手段71となったであろう｡

4.3.4.2. 言語文化論に見る縮減アスペクト

言語文化論における縮減アスペクトは､本論文の3.5.2.で扱った借用語の動詞-のPFV化

ほどには批判されておらず､RiekstipaとFreimaneが簡単に述べているだけである｡

Riekstip は､悪いこと (zenspastr豆daji芦nedarbus｢少年はいたずらをはたらいた｣)や時間

限定 (p_aS_tr串daji_S_stundastrTs,vi申metamieru｢3時間ほど遡上二三､彼は落ち着いた)の意味以

外で用いられ､継続する動作や集中的な動作を示す際にpa一動詞を用いるのは正しくないと

している (Rieks軸a1974,25-26)0

Freimaneは縮減アスペクトについて､｢不完全で短時間の動作を示す接頭辞 pa-とpie-は､

動詞に不真面目な態度のニュアンスを与えることから､それ (本論文筆者注 :不完全で短

時間の動作を指すこと)がふさわしくない場合は余剰である｣とし､paraksbrotstavokli｢状

況を特徴づける｣､paturpin融sarunu｢会話を続ける｣､piepalidzetdarba｢仕事を助ける｣を例

として挙げている (Freimane1993,158)0

動詞 (正確には動詞が示す動作)に不真面目な態度のニュアンスを与えるというFreimane

の指摘は､不完全で短時間の動作を示す縮減アスペク トが何らかのニュアンスを示し､そ

れが主観的評価と関係していること､そして指小と縮減アスペクトに類似点があることを

示唆する｡

71 『新聞図書館』でdeminutivi｢指小形｣と検索すると､その大部分は新聞記者や発言者による指小形そ

のものの言及である｡例えばメディアに登場する人物による指小形の多用の批判や特定の作家に特徴的な

多用､指小形をよく使う人のイメージや言葉遣い (地方出身者､女性､子供)､意図的な使用 (女性らしさ

や子供らしさを出したい､親しみや言葉の温かさを演出したい)が指摘される｡これらの言及からは､指

小形が単にものの小ささを示すのではなく､なんらかのイメージを広い範囲の言語使用者に喚起させるほ

どの存在であることがわかる｡
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場面にふさわしい言語使用を目指す言語文化論で､指小形と縮減アスペクトが共に批判

されている事実は､後者の縮減アスペクトにも主観的評価の表出がありうることを裏付け

るものである｡

4.4.接頭秤 pa一

動作の "小ささ"､つまり継続時間が短い動作､低い集中性の動作を示す接頭辞は複数あ

る｡Soidaは｢動作の部分的実現を特徴付ける｣接頭辞としてaiz-,ap-,at-,ie-,no-,pa-,pie一,uz-

を挙げているが､その中でもpa-を最も生産的な接頭辞としている (Soida2009,246-250)0

本節では､接頭辞 pa-の空間的意味とアスペクト的意味を概略する｡

4.4.1.接頭辞pa-と基動詞の語嚢的関連性

接頭辞 pa-の空間的意味は ｢下｣｢沿｣｢過｣であり､対応の IPFV構文を作る際に接頭辞

の空間的意味に対応するのは､前置詞 zem ｢…の下に｣や副詞 apak蓋a｢下に｣､前置詞 gar

｢…に沿って｣とgaram ｢過ぎて｣である.

空間的意味はpabrauktzemtilta｢橋の下-乗り物で行く｣(基動詞 braukt｢乗り物で行く｣)

や palaistgar豆m ｢逃す｣(基動詞 laist｢放す､英語の Ietに相当｣)といった移動を示す動詞

に付加される際に発揮される｡

アスペクト的意味についてはどうだろうか｡まず形式的意味の接頭辞として用いられる

のは､基動詞r豆dTt｢見せる｣やdarTt｢(AをBに)する｣､Dent｢取る｣､zipot｢報告する｣､

sac7t｢言う｣､teikt｢言う｣などに対する pa一動詞の場合である.接頭辞 pa-は空間的意味の
抽象化が他の接頭辞よりも進んでいるが､形式的意味の接頭辞としての生産性は高くなく､

短時間の動作や縮減の動作を示す (staltmane1958d,79-80)0

Soidaは完全な動作を示す接頭辞pa-の意味を挙げているが (soida2009,252)､基動詞が

｢栄養｣とい う語嚢的意味にまとめられることは指摘していない｡例えば pabarot｢しっか

り栄養を与える｣､paest｢しっかり食べる｣や padzert｢しっかり飲む｣､またその使役動詞

paedinat｢しっかり食べさせる｣やpadzirdinat｢しっかり飲ませる｣の場合､接頭辞pa-は完

全に､満足に行われる動作を示す｡この意味の接頭辞pa一には､基動詞との語嚢的関連性が

ある｡

『標準語辞典』では､pa-動詞がvaret｢できる (広く可能)｣や spet｢できる (能力)｣と

いったモーダル的な動詞と結びつき､｢主体の能力｣を表すとされている｡例としてvaretpaiet

｢歩ける｣(基動詞 iet｢行く｣)､spitpalas7t｢読める｣が挙げられている (『標準語辞典』)o
Lかし ｢主体の能力｣という語嚢的意味がモーダル的な語と共に用いられて初めて確認さ

れる意味なのか､それとも接頭辞pa一自体が動詞に与える意味なのかを判断することは難し

い｡よってpa一動詞とモーダル的な動詞との結びつきは本章では特に扱わない｡
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接頭辞 pa-は空間的意味を失いやすく､広い語童的意味の基動詞と結びつき､｢短く､弱

まった集中性の､小さな結果の動作｣や､｢短く､短時間で行われる動作｣という意味を与

える (『標準語辞典』)｡これはそれぞれ4.4.2.で見る時間限定のアスペクトや4.4.3で見る縮

減アスペクトに対応する｡どちらも動作をプロセスとして示すことができず､動作の時間

に限定を加えている点でPFVのアスペクトである｡

4.4.2. 時間限定のアスペクト

接頭辞pa-は､動作の短い継続時間を表す時間限定のアスペクトを示す｡動作の継続時間

は対格補語で表示される｡動作の継続時間を時間対格で示す点で接頭砕 no-と共通している

が､接頭辞nO-は一定の､もしくは長い継続時間を示す｡

例文4-20では､アスベストを吸い込む危険がある屋根の上を1年間歩いても､5分間の

受動禁煙や5秒間の政治論議と同じ程度の健康被害にしかならない､と冗談交じりに述べ

られているoここでは基動詞staig豆t｢歩く｣も､pa一動詞のpast豆vet｢立っている｣とpadiskutet

｢議論する｣も共に時間対格を取っている｡しかし同じ程度の健康被害でも ｢1年間｣と比

較した ｢5分間｣や ｢5秒間｣といったより短い時間幅で行われる動作がpa-動詞で示され
ている｡

例文4-20 (PL17.09.2011)

Gadu staigajotgar 菖adu Jumtu,kaitejumsacimredzotir tikpat liels,ka
年一対 歩く-副 沿って このような 屋根 害 おそらく be一現 3 同じ程度 大きい ように

pleCaSmin缶tespastavot smeketaju sabiedrTba vai pleCaS SekundesDadiskuteiot
5 分一複対 PA一立っている一複 喫煙者一複属 集まり一位 または 5 秒一複対 PA一論議する一副

par politiku.
ついて 政治

[アスベストの多い]このような屋根を1年間歩くことによる害は､,5_分間喫煙者の中に立っていたり､5

秒間政治について議論をすることとおそらく同じ程度であるo

継続時間の短い動作を示す pa-動詞は､継続時間の長い動作を示す no一動詞と対をなして

いる.基動詞dzTvot｢生きる､住む｣とstr豆d豆t｢働く｣のpa一動詞とno一動詞を比較してみよ

う.名詞 Vienadiena｢一日｣や m日量S｢人生､生涯｣などの時間を示す名詞 (句)は､それ

ぞれ pa一動詞とno一動詞に結びつきやすい｡一方でどちらの接頭辞動詞とも結びつくことが

できる時間対格もある｡この場合どちらの接頭辞動詞を用いるかは､話者が継続時間を短

いと感じるか､長いと感じるかという主観的な判断である｡ pusgadu｢半年間｣という時間

対格は例文4-21ではpa-動詞､例文4-22ではno一動詞と共に用いられている｡

例文4-21 (D.21.04.2011)

P_U_!g?_d_TlP叫 u, pastrad萄u un padomaju Amerik豆.
半年 pA一住む-過 1単 pA一働く-過 1単 そして PA-考える一過 1単 アメリカ一位
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半年アメリカに珪互､遡呈､考えた｡

例文4-22 (NRA.15.01.2010)

Kadu pusgad_g tur rlOdzTvojuslun nOStr豆d豆iusi,jutos k豆 cit豆 vilnT(.1).
大体 半年 そこで NO一住む一能過 そして NO一働く一能過 感じる一過 1単 のように 他の 波一位

半年くらいそこに住んで働くと､違う生活をしているようなリズムだった｡

pa一動詞もno-動詞もpusgadu｢半年間｣ という時間対格を要求する点で､制限時間的な時

間幅を示す時間位格を要求する他のPFVの動詞と異なる｡しかし形態的特徴として接頭辞

があること､また意味的特徴として IPFV の動作の継続時間を制限していることから pFV

の動詞である｡例文 4-23のように IPFVの基動詞を用い､動作に短いか長いかの判断や区

切りをそもそも示さないこともある｡

例文4-23 (NRA.17.03.2007)

Kad braucu prom uzParlTzi-ptt!g?_a_Utur str豆d勾u un d叫 - bija
時 行く一過 1単 離れて - パリ 半年 そこで 働く-過 1単 そして 住む一過 1単 be一過3

loti grGti.
とても つらい

パリ-去る時､私はそこに半年開塾呈､暮らしていたので､とてもつらかった｡

接頭辞pa-が付加され時間限定のアスペクトを示す動詞には状態や活動を示す基動詞が多

いodzTvot以外にも strad融 ｢働く｣､sedet｢座っている｣､stavet｢立っている｣､lasit｢読書

をする｣､run融 ｢話す｣､dziedat｢歌う｣､dejot｢踊る｣､m豆cTties｢勉強をする｣､studet｢勉

強をする｣､klausities｢聞く｣などがあり､借用語の動詞ではve岳etet｢無為に過ごす｣､eksis幅t

｢存在する｣､pauzet｢休みを取る｣といった基動詞から派生したpa一動詞がある｡

4.4.3.縮減アスペクト

客観的な時間幅の中で行われる動作を示す時間限定のアスペクトに対し､縮減アスペク

トはより唾味である｡縮減アスペクトは ｢少し､ちょっと｣という動作量の少なさ､動作

の集中性の低さを示す｡

共起する副詞には､以下のような動作の低い集中性や量を示す副詞 (すべて ｢少し､ち

ょっと｣という意味)があるO-ip-やlTt-といった指小辞の付いた副詞もあるo

mazliet,mazlietip,nedaudz,bi弛i,bi韓ip,mazbi韓i,mazbほ師,drusku,druscip,maZdruscip

例文4-24 (LK.01.08.2000)

Druscip DaEataVOios
少し PA一準備をする一過 1単

kartejai sacTkstei, un VISS, ja neskaita
恒例の 試合一与 そして すべて もし 否一数える-現3
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aerobikas nodarbibas.
エアロビクスー属 レッスンー複対

いっもの試合に向けて私は少し練習をしただけだ､エアロビクスのレッスンを除けば｡

例文 4-25の基動詞 retu喜et｢修整する｣ のpa一動詞は副詞を伴っていないが､そのpa-動詞

が占めす内容 (コロンより後)は副詞 mazliet｢少し｣とmazbi菖師 ｢ちょっと｣を伴 う他の

動詞 mTkstin豆t｢やわらかくする｣とnopemt｢取り除く｣ で説明されている.

例文4-25 (D.28.10.2006)

Es paretuSeju vipu fotogr誠jas :mazliet mikstinaju seJaS Vaibstus,
私 pA-修正する一過 1単 彼ら一属 写真一複対 少し 柔らかくする一過 1単 顔一属 表情-複封

印卑蔓b垣的 no申mu platas nasis(‥).
ちょっと 取り除く一過 1単 広い 鼻孔一複対

私は彼らの写真を少し修整したO顔の表情を少上やわらかくし､広い鼻孔をちょユヒ取り除いた.

寝つきの悪い子供-の対応策が挙げられている以下の例文 4-26では､物理的動作を示す

基動詞 maset｢操む｣とturet｢握る｣のpa一動詞が用いられている.この2つの動詞は､力

が入っていない､子供に対して行う動作を示している｡子供の身体部位の mugura｢背中｣

とroka｢手｣はそれぞれ指小形で示されている｡動詞 palikt｢いる､のこる｣は基動詞 likt

｢置く｣と大幅に意味が異なり､接頭辞pa-は語嚢化している｡

例文4-26 (ZL.12.06.2010)

Pirmsaizmig菖anascentamies ilg祉 paliktardelu,pamaset mugu叩u,旦迦 亘! rocIPu.
前に 就寝 努力する一過 1複 長く一比 いる と 息子 PA一抹む 背中-対一指 pA-握る 手一対一指

就寝前に息子と長くいるようにし､背中 (指小形)を操んであげたり､手 (指小形)を握ってあげるよう

にした｡

似た文脈の例文4-27は例文4126のpa一動詞に加えて基動詞 1asTt｢読む｣のpa-動詞が用い
られている｡例文4-26と同様に､子供の身体部位は指小形で示されている｡

例文4-27 (AZ.05.07.2010)

(-)Firmsmiedziga,匹!唾 pasacipu, 幽 rocIDu Vai pamasejot muguqu,
前に 眠り一指 pA一読む一副 おとぎ話一対一指 pA一握る一副 手一対一指 または PA一棟む一副 背中一対一指

noteiktib由 Iiel豆ks leguvumS neka pusstundu klausTties,k豆 bems(..)nikojas(..).
必ず be一乗 大きい-比 獲得物 よりも 30分 聞く いかに 子供 愚図る一現 3

眠りにつく前におとぎ話 (指小形)を読んであげたり､手 (指小形)を握ってあげたり､背中 (指小形)

を操んであげたりすることで､子供が愚図るのを30分聞いているよりも､必ず大きな収穫になる｡

ロシア人が多く住む地区では､1月 1日の新年よりもロシア正教の旧暦の新年をより盛大

に祝 う｡例文 4-28では､新暦の新年のお祝いの花火や爆竹が大規模に行われないことが､

副詞 mazdrusciD ｢ちょっと｣ を伴った3つのpa-動詞で示されているO
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例文4-28 (NRA.06.01.2012)

(･･)慧 慧詣 慧慧 ;su%nLて E.la::豊 pi器 豊 votaji浩 :]LmgaZ 票 盟 3k.誓 :gi

uzs証uSi savu vecoZiemassvetku un vec豆Jaun豆 gadasvinTbas, tikaimazdrusclp
始める一能過 自分の 旧 クリスマス-複属 そして 旧 新しい 年一属 お祝い一複対 ただ ちょっと

pablTkEkinot, pasalutejoI un I)apetardeiot 31. decembnT(..).
pAパ ンパン音をたてる_副 pA一花火をあげる一副 そして PA_爆竹をあげる凋J 12月一位

puⅣciems､Zol加de､Plavniekiの主な住民は､12月 31日にほんのちょっとだけパンパンと花火や爆竹をあ

げて､まだ少しも自分たちの旧暦のクリスマスと新年のお祝いをちゃんと始めていなかった｡

例文 4-29では､オルガン演奏を本業とする音楽家が様々な活動 (指揮､歌唱､演奏)に

少しずつ関与していることが3つのpa-動詞で示されている｡

例文4-29 (ZZ.23.09.2010)

Es nemaz nevaretu nemit屯i spelet tikaiBahu. Visp豆r man dzTve san豆cis
私 少しも 否-できる-願 絶えず 演奏する だけ バッハ一対 概して 私一与 人生一位 である一能過

ta : 軸 , padziedu, paspe嘩u er畠eles.
このように PA一指揮する一現1単 pA一歌う一現1単 pA-演奏する一現l単 オルガンー複対

私はバッハだけをずっと弾くなんてできない｡そもそも僕の人生はこうなっているのだ｡指揮も歌もオル

ガン演奏も少しずつしている｡

余暇の過ごし方を述べた例文 4-30の最初の二つの pa-動詞 palasit｢読書をする｣と

paklausities｢聞く｣は習慣を表す現在時制の動詞で､少し読書をすること､少し音楽を聞く

ことが示されている｡最後のpa一動詞 pabraukt｢乗り物で行く｣は副詞 nedaudz｢少し｣を伴

い､短い運転距離 (時間)の範囲に自分がくつろげる庭があることが示されている｡縮減

アスペクトのpa一動詞を用いることで､話者はPiemikarskiのいう主体の話者の関与の度合い

を示している (本論文4.1.を参照)｡ この関与に何らかの肯定的な評価または否定的な評価

があるのかは､4.6.で詳しく考察する｡

例文4-30 (AU.29.05.2010)

"Nemekleju komp豆niju, drTzak cen善os, 1ai mani nepazTst, mierTgi
否一探す一現1単 仲間一対 むしろ 努力する一現1単 ために 私一対 否一気づく一現3 落ち着いて

由垣辿 Paklausos m由jku." Nedaudz pabraucot uz Ain誠u pusi, vlpal
pA-読む-現1単 pA一聞く一現1単 音楽-対 少し PA一運転する一副 - Ainah一属 方面 彼女-与

ir art darziが,kur atpGsties pee saspringtas dienas darba.
be一現3 も 庭一指 関代 休む 後で 緊迫した 日一属 仕事一位

｢[余暇の際は]一緒に過ごす人を探すというよりも､誰にも見つからないようにしているわO静かに畳垂

をしたり､音楽を聞いたりするの｡｣Aina皇iの方-すこしドライブに行くと､彼女には仕事で張り詰めた一

日の後で休める庭 (指小形)もある｡
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縮減アスペクトのpa一動詞は ｢時々｣を意味する副詞句とも結びつくことが多いが､これ

が縮減アスペクトに内在し得る意味であるのかは疑問が残る｡例文 4-31では基動詞に対し

て用いられている過去時制のpa-動詞､同記事からの例文4-32では､文脈から現在時制と解

釈されるpa一動詞も ｢時々｣を意味する副詞と共に用いられている0

例文4-31 (NRA.27.01.2009)

Pirms tam 吐由 Ainara vecako meitu Elinu (‥).AnT Ainaru
前に その トレーニングする-過 1単 Ainars一属 年上の 娘一対 ETTna一対 も Ainars一対

麺d"I_q卓patreneju.
時々 PA-トレーニングする一過 1単

その前私はAin豆rsの長女EITnaを指導していた.Ainarsも時_1_指導していた｡

例文4-32 (NRA.27.01.2009)

1_k_四Ibf担i_rp_kadu patreneju, taEu bernu un Jaunie蓋u grupu
時々 誰か一対 PA-トレーニングする一過 1単 しかし 子供一複属 そして 若者-複属 グループー複属

man nay.
私一与 否-be一現 3

時タ.誰かを指導するが､子供や若者のグループを私は持っていないo

接頭辞 pa-と結びつき､縮減アスペクトを示す基動詞は以下の表 4-4のような語嚢的意味

に大きく分けられる｡主に借用語の動詞を例として挙げる｡

表4-4:pa-動詞の語柔的意味の分類 -

padriblet｢ドリブルをする｣ padreiret｢漂流する｣ pafotograret｢写真を撮る｣ pafilmet｢映

像を撮る｣ paskaipot｢スカイプをする｣ patvitot｢ツイー トする｣ pakoncertet｢コンサ

- トをする｣ pamuzicet｢音楽をする｣ pasportot｢スポーツをする｣ paserfot｢ネットサ

-フィンをする｣ paVegetet｢無駄な時間を過ごす｣pazonglet ｢曲芸をする｣panirtet｢異性

と遊ぶ｣ pakoketet｢おべっか使いをする｣ など

∴､､も 点洋肢を-:ミ 誉撲;:= 嘉

pakomandet｢命令する｣ paironizet｢皮肉を言う｣ padalTties｢打ち明ける｣ pacitet｢引

用する｣ painformet｢伝える｣ pa蓋anta皇et ｢脅す｣など

薄 着 琴線 r~､き与さき萱､さ…ううし ､､､キJ､

pateoretizet｢理論化する｣ paanalizet｢分析する｣ pakritizet｢批判する｣ pafantazet｢空

想する｣ pafilozoret｢哲学する｣ painterpretet｢解釈する｣pakalkulet｢試算する｣pareVidet

｢監査する｣ pareflektet｢熟考する｣ pameditet｢院想する｣ paprognozet｢予測する｣

など

pafiguret ｢姿を見せる｣
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i､p ≡きき:≡.ら::千手ゝ…∴∴､､轍や岩這≡L_;､ゝ∴ここ.ゝ:＼､:?､ゝ､

paamizeties｢楽しむ｣ panervozet｢イライラする｣など

終.巌:-､たぎ告寮琵

padreset｢調教する｣ pamoralizet｢諭す｣など

paeksperimentet｢実験する｣ patestet｢テス トをする｣ paprovet｢試みる｣など

::I,漢 摩言蟻 ＼=､: :1..〉∴ ･>丈t. 秩

pafabricet｢生産する｣ paformet｢形成する｣など

pakori顔t｢直す｣ paredi畠et｢編集する｣など

pamaset｢挟む｣ papreset｢プレスする｣など

芸1.㌔:ヾノ‥､∴＼､､､きL､ざ与､-八.:L.L:､汁､､､こ さ､※ ことPhJ二､ ､=1人ノ::･.∴､.ヾ

paprivatizet｢私有化する｣ papopularizet｢普及させる｣ paplanot｢計画する｣ pakontrolet

同じpa一動詞でも時間限定と縮減アスペクトを示しうる｡時間限定のアスペク トの場合は

例文 4-33のように動作が継続する短い時間を示す時間対格を伴う｡縮減アスペクトは例文

4-34のように時間対格を伴わず､動作の弱い集中性を示す｡

例文4-33 (NRA.20.05.2008)

蜘 IQ如 pamarinej.u un tad cepu,
30分 pA-マリネにする-現 1 そして そして 焼く一現 l

私は3_Q_分マリネ漬けをした後に火を通す｡

例文4-34 (NRA.20.06.2007)

Citroniが,sals,pIParlpl, maZliet pamarine un cep, vISS･
レモン一指 塩 こしょう-複一指 少し PA-マリネにする一現3 そして 火を通す一現3 すべて

レモン (指小形)､塩､こしょう (指小形)をかけ､少しマリネ漬けにして､焼くだけ｡

指小形とpa一動詞を相関させると､指小形が示す実際のものの小ささは､pa一動詞が示す時

間限定のアスペクト､つまり客観的な時間の単位で示される動作の短さに相当すると言え

る｡それに対して､縮減アスペク トは話者が動作をどのように捉えているのかに依存する

ことが多く､時間限定よりもより唾味で主観的な意味であると考えられる｡

縮減アスJiクトから生じる動作や動作の関連 した事象に対する主観的評価については､

4.6.で改めて詳しく考察する｡
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4.5.PFVとしての縮減アスペクトのpa一動詞の諸特徴

接頭辞という形態的標識を持っこと､また動作の時間的な流れを限定していることから､

pa一動詞はアスペクト対立を持たないものの､PFVの動詞としての特徴を持っ ｡ 本節では､

縮減アスペクトのpa一動詞の主観的側面を考察する前に､順次性のタクシスの表示､基動詞

と比較したpa一動詞の命令形､そして高い集中性を表す副詞との共起を通して､PFVとして

の縮減アスペクトのpa一動詞の諸特徴をまとめる｡

4.5.1.順次性のタクシス

pa一動詞がpFVの動詞として機能する代表的な例は､順次性のタクシスである｡例文4-35

から例文4-37では､pa-動詞が動詞atn証t｢来る｣とaiziet｢去る｣に挟まれて用いられてい

る｡

例文4135 (KR.29.07.2004)

Latvie差iem ir zema pirktspeja :atn豆k, papriecaj卑蔓 un aiziet nenoperkot.
ラトヴィア人一複与 be一現3 低い 購買力 来る一現3 PA一喜ぶ一現3 そして 去る-現3 否一買う一副

ラトヴィア人の購買力は低いo[店に]来て､ちょっと喜ぶだけで､何も買わずに出て行くO

例文4-36 (ST.18.12.2004)

Pa蓋1aik audzekgi ir stabili.Ma∑ ir t豆 saucamo staig融aju,kuri
現在 生徒一複 be-現3 安定した 少ない be一現 3 そのように 呼ぶ-受現 歩く人一複 関代

atn証, pam豆cas un aiziet (‥).
来る一現3 PA-勉強する一現3 そして 去る一現3

今の生徒達は落ち着いている｡来て､ちょっと勉強して､去るような､いわゆる遊ぶ子は少ない｡

例文4-37 (DR.02.02.2008)

(..)no rfta vTrs aiziet, pazve_10, atn豆k(‥)
から 朝 未 去る一現3 PA一釣りをする一現3 来る-現3

朝夫は出かけ､ちょっと釣りをし､戻ってくる｡

4.5.2.基動詞と比較したpa-動詞の命令形

PFVとIPFVのアスペクト対立は､命令形においても見られる｡具体的な動作の促しには

pFVの動詞が､また習慣的な動作の促しにはIPFVの動詞が用いられる｡このような ｢具体 ･

一般｣の意味対立から離れた語用論的な用法として､IPFVの動詞の命令形には相手をせか

すニュアンスがある (『標準語文法』1959,581)0
ラジオ番組において司会者がゲス トに対して何かを話してほしい場合は接頭辞動詞の

past豆stTt｢(･･･について)語る｣やizst豆stft｢(川を)語る｣の命令形が用いられることが多く､
基動詞 S幅S仔t｢語る｣の命令形が用いられることは珍しい｡例文4-38では､自分の話す番で
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あることがわからずに黙り込んでしまったゲストに対して､司会者が話をするように促し

ている文脈で基動詞の命令形が用いられている｡

例文4-38 (LR.10.12.2008)

."量!塾!主吐 ja!
語る一命 2複 はい

話して下さい､はい !

例文4-39では､思うような話の展開をしないゲストに対して､司会者が基動詞st豆S仔t｢語

る｣の命令形を用いている｡その後､司会者はゲストの気を損ねないように助詞 nu(英語

のwellに相当)を複数使用し､基動詞 rakpat｢掘り下げる｣のpa一動詞の命令形を用いた.

例文4-39 (LR.23.03.2010)

Ne,ne,nu 量!塾!皇吐 nu galugala kautk豆dapleredze,nu redziet, nu p_all_kpaj主申
いや いや 助 語る一命 2複 助 結局 何か 経験 助 見る一命 2複 助 pA一掘る一命2複

velkautkurpapildus.
まだ どこか 追加で

いや､話してほしいのはですね､結局経験というか､つまりその､もう少し補足的に掘り下げてください｡

pFVの動詞としてのpa-動詞の命令形は､具体的動作の指示をする｡それと同時に縮減ア

スペクトでもあることから､語調を和らげる機能もある｡例文4-40では5つのpa一動詞の命

令形が用いられている｡注意欠陥症候群の子供の口調を真似たこの発話では､話者は憐れ

みを誘う口調で話している｡

例文4-40 (LR.29.04.2010)

Psiholo畠ija tur dro蓋ivien devetu par uzmanTbas deflCita sindromu.Nuredziet,
心理学-佐 助 おそらく 呼ぶ一顧 と 注意一属 不足一属 症候群 助 見る一命2複

taj豆 brlidi, kad tu 喜ita izspelejies, j豆,tu patiesTba ko saki?
その 時一位 暗 君 このように プリをする一現2単 はい 君 本当は 何一対 言う一現2単

"Nu幽 man1,nuPaSkaties. cik man lr Slikti,atn豆c parunat
助 PA-憐れむ一命2単 私一対 助 pA-見る一命 2単 どれだけ 私一与 be一現 3 悪い 来る･命 2単 pA-話す

ar manl,担辿!i manu roku,E型塾 mani,旦萱由由 man pasaclpu
と 私 pA一握る一命 2単 私の 手一対 pA一憐れむ一命 2単 私一対 PA一読む一命 2単 私-与 おとぎ話一対一指

priek施!".Tas ir tas,ka nu,,Pieversiet taeu uzmanTbu!".
人前に それ be-現3 それ 従 助 払う一命 2複 しかし 注意一対

心理学ではおそらく注意欠陥症候群と呼ばれるものでしょ｡ こうやってプリをして､言うことといったら

｢僕を哀れんでよ､どれだけ僕がつらいか旦工主､僕とおしゃべりLに来てよ､僕の手を握ってよ､僕を

哀れんでよ､お話 (指小形)を聞かせてよ!｣｡ これって ｢かまってよ!｣ってことと同じだよね｡

この他にもpa一動詞と基動詞の命令形にはpasakiet!/sakiet!｢言ってください､教えてくだ

さい｣(不定形pasacit/sacit｢言う｣)､padodziDu!/dodziDu!｢連絡をください｣(不定形padot

/dot｢与える｣)などの相関が見られ､縮減アスペクトのpa一動詞の使用が語調を和らげる役
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割を持っている｡

このようなpa-動詞の命令形による働きかけの機能は､pa一動詞のpagaidiet｢ちょっと待っ

てください｣(基動詞gaid了t｢待つ｣)と同様の場面で用いるAcumir帥ti!(元の名詞acumirklis

｢瞬間｣)や Momentipu目元の名詞moments｢瞬間｣)のような例も含む､4.2.で論じた聞き

手や読み手-の働きかけという指小形の語用論的な機能と共通している｡

4.5.3. 高い集中性を示す副詞との共起

縮減アスペクトを示すロシア語の po一動詞が､｢強く｣｢かなり｣｢とても｣といった程度

の強調をする副詞と共起し得ることは､po一動詞が持っ主観的側面の研究において指摘され

ている (Karavanov2004,lュo-111,Mustajoki&Pussinen2008,262).

ラトゲィア語でも同様の現象が確認され､loti｢とても｣､pamatTgi｢徹底的に｣､gama｢か

なり｣､daudz｢たくさん｣､stiprj｢強く｣､ilgi ｢長く｣など接頭辞pa-の持つ時間の短さや縮

減のアスペクトとは反対の意味を持つ副詞がpa一動詞と結びつくことがある｡

例文4-41 (LV27.10.2009)

-Ko 善豆d豆 situ豆cijadarTtsoci豆lajam dienestam?
何一対 このような 状況一位 する 社会の サービスー与

-,i,-g_t_i.,如き 担由叩弘 plrmS臨dos pied豆vajumos iesaistTties.
とても とても pA一考える 前に このような 提案一複位 関与する

このような場合に社会サービスは何をするべきでしょうか?

こういった提案にのる前によくよく考えることですO

例文4-42から例文4-44も同様である｡例文4-42の基動詞のstr豆d融｢働く｣のpa一動詞は､

時間限定のアスペクトとしてdivasnedeias｢2週間｣ という時間副詞を伴っているが､その

他に副詞pamatigi｢徹底的に｣も伴っている.例文4-43ではkar鞄i｢十分に｣の他にilgi ｢長

く｣という時間の長さを伴う副詞を伴っている｡

例文4-42 (LA.03.03.2007)

ValentTnaEidukadivas nedelasp_qp_?_tj由pastradaja trenipu nometneSomija(..).
2 週一複対 徹底的に PA一働く-過3 練習一複属 合宿一位 フィンランド-位

ValentinaEidukaは2週間フィンランドの合宿所で微塵鞄屋練習をしたO

例文4-43 (LA.28.02.2007)

Priekulubazes darbiniekiem n豆cas i_lgiun p_qm_蝿 主 pastr豆d豆tgan
Priekuli一属 スキー場-属 職員一複与 しなければいけない一過3長く そして 徹底的に PA一働く も

arrokam un kaj豆m,各anargalvu(..).
で 手一複 そして 足一複 も で 頭

Priekuliのスキー場の職員たちは手足も頭も使って最中_潤 ､徹底的に働かなければならなかった｡
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例文4144 (KR.28.03.2006)

Tikko beigusiesziema,ko daudzi izmantoja, la主 ar savu spekratu 垣r!fg!i
今Lがた 終わる一能過 冬 関代 多くの人 利用する一過3 ために で 自分の 自動車 十分に

pa申zetu, paspoletu vai (‥)nodemonstretu ekstremu brau鵬anas maku.
PA-ガスを入れる一顧 PA-スリップする-願 または 見せる一顧 過激な 運転一属 能力一対

冬が終わったばかりであるが､多くの人が自分の自動車で士分持ガスを入れたり､スリップをさせたり､

過激な運転技術を見せるためにその冬を利用した｡

例文 4-45では､pa一動詞にdaudz｢たくさん｣が伴うことで､共に用いられる接頭辞動詞

sapelnTt｢(たくさん)稼ぐ｣(基動詞pelnit｢稼ぐ｣)と共通の意味になっているo

例文4-45 (D.02.09.2000)

畠ogad(..)va戯u 由U_由 paStrad融 un sapelnit direktoram daudz naudas.
今年 できる一乗 1単 たくさん PA一働く そして たくさん稼ぐ 社長一与 たくさん 金

今年はたくさん働き､社長のためにたくさんのお金を稼げるo

Mustajoki&Pussinenは程度の強さを示す副詞が縮減アスペクトの動詞に伴うことで､基

動詞とpo一動詞の中間の程度を示し､程度の濃淡 (gradac軸)が出るとしている (Must亘ioki&

Pussinen2008,262)o それに対してKaravanovは､縮減アスペクトの動詞と程度の強さを示

す副詞の共起を､動詞が示す主観的態度と関連づけている (Karavanov2006,Ill)0

接頭辞の意味と異なる副詞の共起には､いくつかの解釈が可能である｡例えば ｢少し｣

という縮減アスペクトの意味ではなく､pFVの動詞としての具体性や､動作の見込みや試

みといった意味要素が前面に出ると解釈できる｡しかし次節で見るように､動作の弱さと

いった縮減アスペクトよりも話者の主観的評価が前面に出ることがある｡このことから

Karavanovの指摘するように､接頭辞の示す動作の弱さと､副詞が示す動作の強さの共起と

いう矛盾を主観的評価の表示が打ち消しているとも考えられる｡

4.6.縮減アスペクトのpa一動詞の主観的側面

pa-動詞の主観的側面は､客観的な時間幅を示す時間限定アスペクトよりも､動作の小さ

さや弱さを示す縮減アスペクトに現れる｡動作を縮減する､つまり軽く捉えることで､話

者による動作や動作に関係する事象-の様々な主観的評価が見られる｡名詞の指小形と同

じように､pa一動詞が示す主観的評価は､形態的に特徴付けられた語が示すもの (指小形で

あれば主に名詞､pa一動詞であれば動詞が示す動作)に直接向けられたものの他に､動作に

広く関連する事象に向けられている｡

本節では ｢少し｣という縮減アスペクトを通して表出される主観的評価を大きく肯定的

評価と否定的評価に分けて論じる｡しかし指小形が表す主観的評価が常に明確に肯定的 ･

否定的評価に区別することができないように､本節での分類も絶対的なものではないこと
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は 断っておかなければならない｡

主観的側面が確認される文脈には､趣味､子供や親しい人が関わる事象､社会 ･政治批

判といった文の内容やテキストの性格が大きく関係している｡主観的な態度を示す指小形

の使用や､主観的な態度がよく表示される言語場面､つまり口語でよく用いられる語嚢の

使用も､pa一動詞を含む文脈に特徴的である｡

言語の主観的側面をできるだけ客観的に記述するため､同じテキスト中でpa一動詞と基動

詞の用例がある場合には､比較のためにその両方を示す｡同じ意味を持つ接頭辞が複数の

動詞を結びつける役割を果たし､いかにその接頭辞が文脈において必要であるのかという

ことも示すため､pa一動詞が接頭辞クリップの関係にある用例を積極的に挙げるO

4.6.I.肯定的評価

動作の短い時間を示すのではなく､縮減アスペクトとして動作を心理的に軽く捉えるこ

とで､動作自体や動作に関わる事象に対する肯定的な評価が示される04.4.3.で挙げた例文

4-30は､趣味として行う動作や余暇の過ごし方などの習慣的動作がpa一動詞で示されている｡

例文4-30(AU.29.05.2010)

"Nemekleju kompaniju, d血証 cen菖os, lai maninepazTst, mierTgi
否一探す一現 1単 仲間一対 むしろ 努力する一現 l単 ために 私一対 否-気づく一現3 落ち着いて

幽 paklausos m白ziku." Nedaudz pabraucot uz Ain誠u pusl,Vlpal
pA-読む一現 1単 pA一聞く一現 1単 音楽一対 少し PA一運転する-副 へ Ain虚i-属 方面 彼女一与

ir a斤 d豆rziが,kur atp由ties pee saspringtas dienas darb豆.
be-現3 も 庭一指 関代 休む 後で 緊迫した ロー属 仕事一位

｢[余暇の際は]一緒に過ごす人を探すというよりも､誰にも見つからないようにしている｡静かに壷量堂

上互且､音楽を鞄旦吐 旦するoJAina蓋iの方へすこしドライブに行くと､彼女には仕事で張り詰めた一日の

後で休める庭 (指小形)もある｡

例文4-46と例文4-47は育児雑誌からの引用であり､子供と行う一連の動作がpa一動詞で

示されている｡例文4-48は子供向けのイベントに関する新聞記事からの引用である｡

例文4-46 (MM.6.2010)

ArmazaJlem kop豆 padziedu, p軸 u, pasp印jos.
と 子供一複 共に PA一歌う-現 1単 pA一踊る-現 1単 pA一遊ぶ一現 1単

私は子供たちと一緒に歌ったり､踊ったり､遊んだりする｡

例文4-47 (MM.6.2010)

Kad atbrauc pilsetas one, vlpa Saved visadas interesantas
時 来る-現3 街一属 おばあちゃん 彼女 (沢山)持ってくる-現3 あらゆる 面白い

gr豆matipaS,ko kop豆 匹垣塾, pa血let, Pakrasot.
本一複対 関代 ともに PA一読む FA一貼る PA一塗る

街に住んでいるおばあちゃんが来ると､一緒に読んだり､お絵かきをしたり､塗り絵ができるような色ん
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な面白い本 (指小形)をたくさん持ってきてくれる｡

例文4-48 岬NS.01.04.2008)

Abi draugl aicin豆s bemus p叫 pa軸 uret un 匹印i阜l叫i甲
両方 友人一複 誘う一未3 子供一複対 PA一馬に乗る PA-姿を見せる そして PA-おいしいものを食べる

ar gardo jubilejas torti.
で おいしい 記念日一属 ケーキ

2人のお友達 [イベントのマスコット]はお馬さんに乗ったり､ちょこっと姿を見せたり､おいしい記念

のケーキを食べに来るよう子供達を誘う｡

育児と夫婦同士の関係が述べられたインタビューからの引用である例文4-49と例文4-50

では､基動詞lutin豆t｢甘やかす｣とそのpa一動詞が用いられている｡pa-動詞の使用には､動

作の客体､つまり子供や配偶者に対する話者の肯定的な評価が見られる｡夫婦のうちどち

らが子供を甘やかすかという例文4-49においては､基動詞とpa一動詞が用いられている｡ま

た他のpa一動詞pa皇elot｢哀れむ｣との接頭辞クリップも確認されるo

例文4-49 (NRA.17.02.2007)

-(..)viens savas atvases vair豆k audzina, noradot, ko dnTkst, ko
一方の 自分の 子供一複対 多く一比 育てる一現3 指示する一副 何一対 してもよい一現3何一対

nednTkst, bet otrs vairak pa主elo un palutina. K豆
杏-してもよい-現3 しかし もう一方 多く一比 PA一憐れむ一現3 そして PA一甘やかす一現3 いかに

ir j由u 畠imene?
be-現3 あなたの 家族一位

-Normunds:Es negribetu teikt,ka viens lutina vairak,otrs mazak.
私 否-したい一顧 言 う 従 一方 甘やかす-現3 多く-比 もう片方 少なく一比

Bet(･･)es vair証 paluthu.
しかし 私 多く一比 PA一甘やかす一現 1単

一 片方 [の親]が､していいこと､いけないことを指示して自分の子供をより族けるのに対して､もう

片方 [の親]は､より [子供を]かわいそうに思い､甘やかしてあげる｡お宅の家族ではどうですか?

- Nomunds:片方がより甘やかして､もう片方があまり甘やかさないっていうわけじゃないけど｡でも

僕の方が甘やかすね｡

例文4-50では､夫婦間でどちらがどちらに甘えることがあるかが話題となっている｡

例文4-50 (NRA.17.02.2007)
-Kur菖 kuru vair豆k lutina?
どちら どちら一対 多く一比 甘やかす一現 3

-Liene:Ir reizes,kad vip蓋
be一現3 回一複 時 彼

es v叩u palutinu.
私 彼一対 FA一甘やかす一現 1単

一 どちらがどちらをより甘やかしますか?

manivairak 辿 , un ir reizes,kad
私-対 多く-比 甘やかす一現3 そして be一現3 回一複 時

Liene:彼の方が私をより甘やかしてくれることもあれば､私が彼を甘やかしてあげることもある｡
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例文 4-51の記事では､今日の検察官と弁護人の過剰な敵対関係が問題視されている｡昔

は公判外で仲が良く､コーヒーやコニャック (指小形)を少し飲みながら雑談 (色々なお

しゃべり､相手のミスの批判､相手のうまさの賞賛)をしていたことがpa一動詞で示されて

いる｡判決後に相手側の失敗を正面から皮肉ることも､裁判中は対立する相手を正面から

褒めることもなかったことから､縮減のアスペクトの意味が認められる｡記者はpa一動詞を

用いて､検察官と弁護人の "古き良き時代"の人間関係を肯定的に描写している｡

例文4-51 (NRA.31.05.2012)

Pagatne ir laiki, kad(‥)starpbI了dTkop豆dzera kaflju un parunajas par
過去一位 be一現 3 時代一複 時 休憩一位 共に 飲む一過 3コーヒー一対 そしてPA-話す一過 3 ついて

dzlTvi.Pagatne ir laiki, kadpeesprieduma pasludin豆蓋anasabaspusesvareja
人生 過去一位 be一現3 時代一複 時 後で 判決一属 公表 両 側 できる一過 3

iedzert konjacIDu, 1)aironizeiotpar otra kiOd豆m un paslavejot par
少し飲む コニャック一対一指 pA一皮肉る-副 ついて 相手一属 誤 り一複 そして PA一褒める一副 ついて

veiksmem,t豆dejadi fiktiskibagatinot juridisko domu.
成功一複 そうすることで 事実上 豊かにする一副 法律の 考え一対

昔は､休憩のときに一緒にコーヒーを飲んで､いろいろおしゃべりをする時代があった｡昔は､判決の言

い渡しの後で双方が相手の失敗を皮肉ったり､成功を褒めたりして､実際には法律に関する考えを充実さ

せながら､コニャック (指小形)を口にできた時代もあった｡

例文 4152では､お気に入りのボディケアで行う動作が pa一動詞 (parTveties｢(自分を)磨

擦する､摩擦してもらう｣､pamaseties｢(自分を)マッサージする､してもらう｣とpadarboties

｢従事する｣)で列挙されている｡

例文4-52 (MJ.ll.09.2010)

Iveta 認 ai,_現 , 窪a 器 a_ls 芸濃 都 農alldas kke_T pa kFOf箸 as Er.Sl富bas:
pa斤veties, pamaseties, ar skrubjiem padarboties, kontrastdu臨 ieiet.
PA一摩擦する PA一抹む で スクラブ-複 pA-する 温冷シャワーイ立 入る

Ⅰvetaは摩擦やマッサージ､スクラビングをしたり､温冷シャワーを浴びたりするなど､様々なボディケア

が好きであることを明かした｡

例文 4-53と例文 4-54でも､動作の主体が好む活動が pa一動詞で示されている｡動作の主

体は例文4153ではスポーツクラブの選手たち､例文4-54では 1人称単数の ｢私｣であるo

例文4-53 (RB.09.08.1996)

Un vlplem kluba nav garlaicTgi :gan pahudTt var, gan paskriet,gan
そして 彼ら一与 クラブ一位 否Ibe-現 3 退屈だ も PA一射撃する できる-現 3 も PA一走る も

pavizinaties, gan pameroties spekiem,gan kautko lietde咋guuzzinat.
PA-ドライブをする も PA一量り合 う 力-複具 も 何か一対 有益な 知る

そして彼ら [選手たち]はクラブで退屈をしない｡射撃もできるし､ランニングもできるし､ ドライブも

できるし､力比べもできるし､何か役に立つことを知ることもできる0
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例文4154 (SA.14.07.2009)

Man patfk sporta veidi, kur vaJag 幽 塾, p壁由虫!,pq如m型.
私一与 好きだ一現3 スポーツー単 種目一複 関代 必要だ-現3 PA一汗をかく pA-走る PA一考える

私は一汗かいたり､一走りしたり､ちょっと頭を使うことが必要なスポーツが好きだ｡

同じ新聞記事中の同一人物の発言では､基動詞とpa一動詞が用いられている｡例文4-55と

例文4-56それぞれのpa一動詞と基動詞の差異は､発言の長さではなく発言のトーンの違いに

過ぎない｡それはpa-動詞を含む例文4-55にsuperduper｢超すごい｣という口語が用いられ

ていることにも裏付けられている｡

例文4-55 (D,02.02.2009)

"Es neizmantoju kautk豆das superduper lakas," palrOnlZe Anna.
私 否一便うー現 1単 何か 超すごい ニスー複対 pA一皮肉を言う一現3

｢私は超すごいニスみたいなものは使っていないの｣とAnm は皮肉を言う｡

例文4-56 (D.02.02.2009)

"Mes esam tie, kas taisa skaistas bildes," lrOnize Anna.
私達 be一現 1複 人達 関代 作る一現3 美しい 写真-複対 皮肉を言う一現

｢私達は美しい画像を作る人たちなの｣とAnnaは皮肉を言う｡

4.6.2.否定的評価

肯定的評価とは逆に､縮減アスペクトのpa一動詞による否定的評価も観察される｡

好ましくない志願者の特徴を示す雇用条件が述べられた文脈の例文4-57がある｡nevisA,

betB｢AではなくてB｣という構文で､基動詞strad豆t｢働く｣とpa一動詞が対比されているo

pa一動詞は ｢短期間働く｣という意味にも取れるが､仕事に対する軽い気持ちや試み程度の

気持ちを持っている人はお断りという解釈ができる.例文 4-58でも､働くこと-の軽い気

持ちがpa-動詞により示されている｡

例文4157 (G.)

Nevelamas Tpa茄bas :Velme nevis 墨堕垣,bet pastr豆d豆t / piestr豆dat.
香-望ましい 特徴一複 意欲 でなく 働く しかし PA-働く 副業で働く

望ましくない特徴 :働く意欲ではなく､ちょっと働いてみたり､副業で働こうとする意欲0

例文4-58 (ST.21.ll.2009)

Aizeju uz kadu d豆rzu,pastr軸 pahaltu嘩u, paris latipu nopelnu,
行(-現 1単 - どこかの 庭 pA-働く一現1単 pA-お勤めする一現 1単 23 ラッツー複一指 稼ぐ一現1単

bet ta nav diTve!_
しかし それ 否-由一現3 人生

どこかの庭-行って､ちょっくら働いて､ちょっくらお勤めして､2,3ラッツ (指小形)を稼ぐのもいいけ

ど､そんなの人生じやない !
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動作に対する軽い気持ちを表すpa-動詞は､以下の例文4-59にも見られる｡海外でボクシ

ングをするボクサーが､賞金額が少ないラトヴィアでの試合に参加 しないことを述べる際

にpa-動詞 (基動詞bokseties｢ボクシングをする｣)が用いられている｡参考までに同じ新

聞記事中の基動詞を含む例文4-60も記す｡

例文4-59 (RB.21.03.2005)

Neviens sevi clenO主s bokseris nebrauks uz RTgu t豆patvienpabokseties.
誰も 自分-対 尊敬する一能現 ボクサー 否-行く一未3 - リーガ 単に PA-ボクシングをする

自尊心のあるボクサーで､単にボクシングをするためにリーガに行く奴なんて誰もいない｡

例文4-60 (RB.21.03.2005)

Mans merkis5000 skatitaju kl豆tbdtne bija bokseties sava stil豆(..).
私の 目標 観客一複届 出席一位 be一過3 ボクシングをする 自分の スタイル一位

5000人の観客を前にした俺の夢は､自分のスタイルでボクシングをすることだった｡

話者が無意味とする動作にpa一動詞が用いられることもある｡例文4-61では､ホテルで一

人行う動作がpa一動詞で示されている｡

例文4-61 (NRA.04.01.2011)

Bet tad aizeJu uZVleSnlCu un eSmu Viena. Ko darTt?Pasedet Skype,
しかしでは 行く一現 1単 - ホテル そして be一現 1単 一人 何一対 する PA一座っている

paskaipot ar kadu? Vienalga - esl Vlena.
PA-スカイプをする と 誰か どちらにせよ be-現2単 一人

[世界各地で公演する音楽家が夜ホテルですることについて]でもその後でホテルに行っても私は一人き

り｡何をすればいいの?スカイプでもやって､誰かと話でもするの?どちらにせよ一人のままでしょ｡

インタビュー記事からの例文 4-62では､自身に対する批判的なコメントを読む (基動詞

lasTt｢読む｣)のかという質問に対し､話者はpa一動詞で答えることで､批判を間に受け止め

ない態度を示している｡

例文4-62 (K.9.2009)

- Vaitu tos 垣由?
か 君 それ一複対 読む-堤

- Da呈reiz 担!塾担, bet pats nekad neko neesmu komentejis.
時々 PA一読む-現 1単 しかし 自分で 一度も 何も一対 否-be-現 1単 コメントする一能過

一 君はそれ [批判を含むコメント]を壷塑型?

一 時々読む｡でも自分では一度も､何もコメントしたことはない｡

例文 4163は女優の発言であり､俳優の仕事では批判をまともに聞いて涙を流していては

いけない､という趣旨でpa一動詞が用いられている｡批判を聞いて泣くことの時間的な短さ

や順次性のタクシスの表示の他に､批判を引きずらないという話者の姿勢が見られる｡
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例文4-63 (D.14.08.2010)

Nu,Ja ir kads aizvainoJumS,佃gtums,es paklausos, paraudu kautkur kakti申
助 もLbe一現 何かの 中傷 苦さ 私 PA一聞く一現 1単 Jn一泣く一現 1単 どこかで 角一位一指

un - visi eJam t豆l証. Tas ir s豆pTgi,bet laikam hja amat豆 norm豆Ii･
そして みな 行く-現 1複 先- それ be一現3 痛い しかし 多分 この 職業一位 普通である

まあ､もし中傷やっらいことがあっても､私はそれを駈 工､どこか隅 (指小形)で泣くだけC私達は前

に進むわCそれは痛みがあることだけど､この職業では普通のこと.

時間対格を伴う時間限定のアスペクトのpa一動詞でも､縮減アスペクトのように話者の主

観的評価を示すことがある｡この場合､pa-動詞と基動詞の意味的対立はPFVとIPFVのア

スペクト対立だけでなく､主観的評価の有無の対立でも説明できる｡

例文 4-64は､試合で長らく結果を出せなかったが､試合直前に良い練習をしたことで結

果を出したスポーツ選手の発言であるoこれまでの練習方法の描写では､基動詞treneties｢練

習する｣とそのpa一動詞が用いられ､どちらも同じ時間対格tI了sdienaS｢3日間｣を伴ってい

る｡3日間の練習と､その後2日間のオフを挟んだ試合直前の3日間の練習では､練習時間

は全く同じ3日間である｡

例文4-64 (D.28.04.2010)

"Manam trenipdarbam nebija istassistemas･TrTs dienas trenejos, un tad divas
私の トレーニングー与 否-be一過3 真の 体系一属 3 日一複対 練習する一過 そして それで 2

dienas atpntos ar drauglem.Tad vel tfTs dienas patrenejos un braucu
日一複対 休む一過 1単 と 友人-複 それで まだ 3 日一複対 PA一練習する一過 1単 そして 行く一過 1単

uztumTru.(..)Pedejas trTs dien豆s es nopietnitrenejos un, ink, rezult豆ts."
- 試合 最後の 3 日一複位 私 真剣に 練習する一過 1単 そして ここに 結果

｢僕の トレーニングにはしっかりした体系がなかった0.3_且練習したら､2日友達と休んだoそれからさら

に.3_且練習して､試合に行ったoここ3日は真剣に練習していた72から､見ての通り､結果がついてきた｣｡

話者は､試合前の 3日間十分な姿勢で練習に取り組んだ (基動詞)からこそ､今回よい

結果が出せたと述べている｡しかしこれまでの練習では､3日間練習をして､2日間休んで

も､試合直前の3日間の練習に然るべき姿勢で臨んでおらず (pa一動詞)､結果がついてこな

かった｡接頭辞pa-の有無は､話者の練習に取り組む姿勢の差異となっている｡

時間限定アスペクトに縮減アスペクトが組み合わさり､pa-動詞が主観的評価を示す例に

は､教会の塔を占拠した政治団体のデモについての例文4-65もあるo基動詞demonstret｢デ

モをする｣とpa一動詞は同じ時間対格divasstundas｢2時間｣を伴い ｢2時間のデモ｣を示し

ている｡pa一動詞は動作をひとまとまりに捉えるPFVのアスペクトを示しているだけでなく､

話者の主観的評価を示している｡

72動詞は第2変化に属し､l人称単数形の場合に現在時制trenejos｢練習する｣と過去形trenejos｢練習し
た｣が同形となる｡時間の範囲を示す時間位格pedejastrTsdienas｢ここ3日では｣を伴う2つ目の基動詞は､
文脈上過去時制と考えられる｡
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例文4-65 (JA.20.ll.2000)

Piektdien importa nacbol鮎viki uztika PeterbaznTcas tornT un divas
金曜日に 輸入一属 国粋ボリシェビキ主義者達は 登る一過 ペ-テリス教会一属 塔一位 そして 2

stundas tur demonstreia. Divas stundas Pademonstreiu菖i un brangl
時間一複対 そこで デモをする一過 3 2 時間一複対 PA-デモをする一能過 そして よく

nosalu鈍 padevas policijai.
凍える一能過 屈する一過 3 警察一与

輸入に関して国粋ボリシェビキ主義を取る者達は金曜日にペ-テリス教会の塔に登り､呈_壁間そこで三重

を行った｡_2"畦聞デモを行い､ひどく凍えてしまった彼らは､警察に屈したo

基動詞では2時間のデモの事実を示しているだけであるのに対し､2時間のデモで凍えて

しまったデモ参加者たちが警察に屈したことについて､書き手は pa一動詞を用いることで､

デモ参加者に対する皮肉を示している｡この皮肉は凍えた様子に対して用いられている口

語の副詞 bra喝i｢素晴らしく｣ によっても強められている｡

この例文4-65では､pFVの動詞としてのpa一動詞は能動過去分詞で､｢-してから｣とい

う付帯状況を示す分詞構文で用いられている｡基動詞に対応するPFVの動詞でもあり､一

定の､もしくは長い持続時間を示す持続アスペクトの no一動詞にも選択の可能性はあるが､

pa一動詞が表出する主観的評価がno-動詞によっても同様に示されるとは言い難い｡例文4-64

でも同様に､pa-動詞をno一動詞 tI了sdienasnotrenejos｢3日間練習した｣に置き換えた際には

主観的評価は表出されず､持続アスペクトとしての継続時間の長さしか示されない｡

否定的な主観的評価は､社会の関心や批判を集める政治家に対して向けられることが多

いo基動詞 bankrotet｢倒産する｣の例文4-66も､pa一動詞の例文4-67も､同一の倒産した会

社の経営者の政治家が話題となっている｡どちらの例文でも基動詞とpa-動詞の ｢倒産する｣

は彼の会社Auseklitisを修飾しているが､pa一動詞の有無により文全体の トーンが異なる｡基

動詞の例文 4-66では､彼の裁判-の出廷が述べられているだけである｡それに対して pa-

動詞の例文4-66では､｢ラトヴィアで最も頭のいい 100人が国会に選ばれた｣という彼の発

言が取り上げられ､書き手は彼自身や彼の発言自体に否定的評価を示している｡

例文4-66 (VAVZ.21.03.2000)

Biju喜aisSaeimasdeputatsun par krap蓋弧u nOtiesatais bankroteiugas firmas
元 国会一属 議員 そして 対して 詐欺 有罪とする一受過 倒産する一能過 会社一属

((AuseklTtis〉)Vadonis ValdisKrisbergsbija viens no plrmaJlem,kur菖ierad豆s uz
指導者 be一過 3 1人 から 最初の人一複 関代 現れる一過 3 -

((Perkopkrusta))pr豆vu.
Perkopkrusts一属 裁判

元国会議員で詐欺罪で有罪判決を受け､倒産したAuseklTtis社の代表であるValdisK血bergsは､Perk叩krusts

事件の裁判に出廷した最初の一人であった｡

例文4-67 (RB.29.01.1996,RB.05.03.1996)

PabankroteiuS豆 "AuseklT弘"lTdzTpahieksun tagad SaeimasdeputatsKrisbergspubliski
pA一倒産する-能過 ALISeklTtis一属 共同経営者 そして 現在 国会一属 議員 公に
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pazIPla, ka hja Saeima ieveletas 100 gudrakas galvas Latvij5...
知らせる一過3 従 この 国会一位 選出する一受過 賢い-比 頭一複 ラトヴィア一位

倒産したAuseklTtis社の共同所有者で､現在国会議員のKrisbergsは､今期の国会にラトゲイアで最も頭の

いい 100人が選ばれた､と公の場で知らせた-｡

他国の首相と大臣を比較して､威厳のない自国の首相とやる気のない政治家を批判した

例文4-68では､大臣たちが首相の前で行う一連の動作がpa一動詞で示されている｡動詞 p!apat

｢おしゃべりする｣から派生した名詞 pl豆p融ava｢雑談会｣ではなく､そのpa一動詞から派生

したと思われる papI豆p融ava73という語が用いられているO一般的でない形の語の使用も pa一

動詞の文脈の特徴である (例文4-73も参照)0

例文4-68 (NRA.07.04.2011)

PiePutina mimistri iet artfico蓋豆m kajam,(,.)bet plc Dombrovska iet
元で プーチンー属 大臣一複 行く一現3で 震える一能現 足一複 しかし 元で Dombrovskis-属 行く一現3

ka uzgarlaicfgupaplapatavu,kur intemeta portalus valdTbas sides
のように へ 退屈な おしゃべり部屋 関代 インターネット属 ポータルサイト-複対 当局一属 会議一属

laik豆 幽 paeatot un patvTtot.
時一位 pA一読む PA-チャットをする そして PA-ツイートする

大臣達はプーチンの元には足を震えさせて行くが､Dombrovskis[ラトヴイア現首相]の元には､閣僚会議

の最中にインターネットのポータルサイ トを読んだり､チャットをしたり､ツイッタ-をするために退屈

な雑談会-行くようだ｡

例文 4-69では､記者が国内の中継貿易政策に関して内務大臣を批判し､国内の通過貨物

を運ぶ運転手に抗議を呼びかけている｡基動詞 Protestet｢抗議する｣は運転手たちに関連し

ているのに対して､pa一動詞は ｢抗議でもしてごらんなさい｣と運転手たちの抗議を意に介

さない内務大臣の発言として用いられている｡実際に内務大臣がこのように発言をしたか

は不明であるが､記者は内務大臣の発言にpa-動詞を使 うことで､運転手たちの抗議を過小

評価して軽蔑的な態度をとる内務大臣の人物像を批判的に措いている0

例文4-69 (AP.08.08.2007)

(..)jums, ienaks prata protestet Fret to, kavalstij
あなた一与 入って来る一未3 理性一位 抗議する 対して そのこと 従 国一与

tranzitpreces dod iepemumus (..).Te jums i(prlnCipiaIa))
通過貨物一複 与える一現3 収入一複対 ここで あなた一与 根本的な

valsts iek引ietu ministrapersona - pame畠iniet tik paprotestet,
国一属 内務一複属 大臣一属 人一位 pA一試す一命2複 ただ pA一抗議する

掘

d

..a,..I.?..;'
豊

un
そして

73動詞の不定形語尾-tを取り､場所を示す接尾辞-tav-を付加すると ｢-する場所｣になる｡しかしこのタ

イプの名詞は一般に､接頭辞動詞からは派生されない.名詞p桓patavaが 『新聞図書館』で62件あるのに
対し､この語はこの記事を含めた2件の新聞記事でしか用いられていない(最終確認日:2012年8月2日)0

もう一つの新聞記事 (LA.25.08.2011)はSaeimavaielitarap_ap軸atay_a｢国会､またはエリー トの雑談会｣
と題され､国会が単なる政治家達の雑談会として批判されている｡

このpa一名詞は､2007年 11月29日の国会答弁の場で議題となっていた国会対策委員会を指して､ある国
会議員が皮肉で用いたことから話題を集めた (Ⅰ〟.06.12.2007,BNS.07.01.2008)｡

172

Do
ct
or
al 
Th
es
is 
(T
ok
yo
 U
ni
ve
rs
ity
 o
f F
or
ei
gn
 S
tu
di
es
)

東京外国語大学博士学位論文　Doctoral thesis (Tokyo University of Foreign Studies)



あなた方 [運転手たち]が運んだ通過貨物が国に収入を与えていることに対して抗議する気は起こらない

んですか?この国の内務大臣の "根本的な"答えは､"箆塾でもしてごらんなさい"だけですよ !

例文4-70では､他の政治家達がGodmanis首相 (当時)に圧力を加えているのではという

指摘に対し､首相の顧問が異論を唱えている｡この顧問は首相を擁護し､他の政治家達を

tielielierun豆嘩i｢でかい口を叩く奴ら｣と呼び､試しに首相を抑え込んでみろとpa一動詞を

用いている｡ここでは､首相を抑え込む試みが無駄に終わることが暗に示されているほか､

基動詞regulet｢調整する｣と比較をした際に､顧問はpa一動詞を使うことで他の政治家達に

対する否定的な態度を示している｡

例文4-70 (ZZ.15.12.2008)

Lai tie lielie runatajiaiziet un par_eg唾 Godmanl,eSPaSkatT紬S, ka
頗 あの 大きい 話す人一複 行く一現3 そして PA一調整する Godmani一対 私 PA一見る一未 1単 いかに

tas vipiem izdosies! Godmani neviens nevar 醜 ,arv叩uVar
それ 彼ら-与 成功する一未3 Godmanis一対 誰も 否-できる一現3 調整する と 彼 できる一現3

tikaidiskutet,izmantojot parliecino善usargumentus.
だけ 議論する 利用する一副 説得力がある 論拠一複対

でかい口を叩くやつらが行ってGodmanisを逝去ヱみればいい｡彼らがどうなるか私が確かめてあげよう｡

Godmanisは誰にも抑えられない｡彼に対してできることは説得力ある論拠を使って議論することだけだ｡

例文4171では､基動詞のadministret｢司る｣のpa一動詞で大臣に対する批判がなされ､大

臣の退任を暗に求めている｡

例文4-71 (LK.13.05.2003)

Nu,pietika mazliet integracijas lietu ministram "Daadministretf',iejusties
助 十分である一過3 少し 統合-属 こと-複属 大臣-与 pA一仕切る 染まる

Rep蓋es valdTbasgara un apgemTb豆(..).
RepSe一属 政権一属 気質一位 そして 覚悟｣立

まあ､"ちょっとばかり大臣として働いて"､Rep菖e政権の気質と覚悟に染まれたのだから､社会統合大臣と

しては少しは満足だろうO

例文 4-72では､順次性のタクシスを示す ｢来た｣と ｢去った｣の間にある動作に基動詞

pozet｢ポーズを取る｣のpa一動詞が用いられている｡記念撮影のポーズを取る以外に何もせ

ずに式典を去った大統領に対し､演説を期待していた話者はpa一動詞を用いている｡このpa一

動詞にはポーズの時間的な短さの他に､ポーズを取る大統領-の否定的な評価が示されて

いる｡順次性のタクシスにおいては､基動詞に対応するPFVのno-動詞も考えられるが､no一

動詞の使用では主観的評価は表出されない｡

例文4-72 (LA.29.03.2008)

'IMani represetie drauglVairak nekastundu gaidTja auksta laika, lai dzirdetu
私の 粛清する一受過 友人⊥複 以上 より 時間一対 待つ一過 3 冷たい 天気一位 ために 聞く-顔

173

Do
ct
or
al 
Th
es
is 
(T
ok
yo
 U
ni
ve
rs
ity
 o
f F
or
ei
gn
 S
tu
di
es
)

東京外国語大学博士学位論文　Doctoral thesis (Tokyo University of Foreign Studies)



prezidenta runu. Bet vi中主 tikai nolika ziedus, 四匹車草 加rn豆Iistiem
大統領一属 演説一対 しかし 彼 ただ 置く十過3 花一複対 PA-ポーズを取る一過 3 記者一複与

un aizskreja prom. Laikam represetos cilvekus politisk豆 elite JOPrOj豆m
そして 走り去る一過3 離れて 多分 粛清する一受過 人一複対 政治的 エリー ト いまだに

uzskata parnaidmiekiem,"SkumJISeCinaja rlTdzinieceAlda(‥).
見なす一現3 と 敵一複 悲しく 結論づける一過3 リーガの人

｢粛清された私の友人らは､大統領の演説を聞くために 1時間以上も寒い中を待っていた｡しかし彼は献

花をし､記者たちにポーズを取っただけで､走り去ってしまった｡エリー トの政治家たちは､粛清された

人をいまだに敵だと思っている｣とリーガに住むAldaは悲しそうに結論づけた｡

例文4-73で副詞 druscip｢ちょっと｣を伴 うpa一動詞 (基動詞 arestet｢逮捕する｣)は､逮

捕 して短い時間拘留するという意味ではなく､"少し"や "たくさん"といった程度の概念

とは結びつかない｡ここでは検察などの公的機関や､逮捕されるべき政治家-の批判がpa-

動詞によって示されている｡pa一動詞の周辺の語嚢には､名詞 】ieta｢件｣ とprocess｢訴訟｣

の指小形や､動詞iegdpot｢眠らせる｣に反復の接尾辞-a-が付加されたと思われる動詞 id泊pat74

が用いられている.例文4-68のpap担patava｢雑談会｣(一般にはp拘)atava｢雑談会｣)のよ

うな一般的でない語も､主観的評価を示す pa一動詞が表れる文脈を特徴付けている｡

例文4-73 (VZ宜.23.03.2007)

(‥)prokuroriem un KNABistiem deretu piekertar亨 da皇as citas lietip･as 一
検察官一複与 そして KNAB職員一複与 役立つ一顧 挿まえる も 幾つか 他の こと一複一指′ヽ
kautvaibiju蓋o kolegiSabansku ta drusclp paareStet.Un par laikraksta
せめて 7T: 同僚-対 皇abanska一対 そのように 少し PA一連捕する そして ついて 新聞一属

''Diena"privatizacijasliet豆m proceslpu ie坤p豆t.
私有化一属 こと一複 裁判一対一指 眠らせる

検察官や KNAB [汚職阻止撲滅局]は他の事件 (指小形)の進展も遅らせるのがいいだろうO元同僚の

皇abanskaでもまあちょっと逮捕でもしてoそれにDiena紙の私有化の件の訴訟 (指小形)も滞らせてD

ある出来事はPFV･IPFVのどちらにも捉えることができる｡2008年 8月のロシアによる

グルジア攻撃に関する記事では PFV の基動詞 bombardet｢爆撃する｣とその PFV の動詞

sabombardet｢爆撃する｣が用いられている.

例文4-74 (MV.07.08,2009)

2008.gadaaugust豆Krievija okupeja GruzIJu. Kopum豆 GruzIJu bombardeia 75
年一属 8月一位 ロシア 占領する一過 3グルジア一対 全体として グルジア一対 爆撃する一過~3

reizes,(")Bombardeia visu Gruziju･ K豆pec?
回一複対 爆撃する一過3 全 グルジア一対 なぜ

2008年 8月ロシアはグルジアを占領した｡グルジアを計 75回爆撃した｡グルジア全土が爆撃された｡な

ぜ?

74 『新聞図書館』でもこの )件 しか用例がないO
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例文4-75 (LA.22,08.2008)

"Vipivisu ir nozagu蓋i.Vipivisu ir sabombardeiu菖i.(‥)''teicis k豆ds
彼ら すべて一対 be一現 3 盗む一能過 彼ら すべて一対 be一現3 爆撃する一能過 言 う一能過 ある

Goriiedzivo喝S.
住民

｢奴ら [ロシア軍]は何もかも盗んだんだ｡奴らは何もかも爆撃したんだ｣とゴリのある住民は言った｡

しかし程度が強く､縮減アスペクトには捉えにくい動作でも､pa一動詞が単に話者の主観

的評価を示す用例が例文4-76のpa-動詞 pabombardetである.爆撃の回数や強度､犠牲者の

数や規模といった現実は､pa一動詞が示す縮減アスペクトには程遠い｡しかしpa一動詞を用い

ることで､軽く､簡単にやり遂げられてしまう動作が描写され､その動作主や出来事全般

に向けられた記者の否定的評価が示されている｡さらに例文4-76では､基動詞 vizin融ies｢乗

り回る｣とドイツ語起源の俗語の基動詞 slaktet｢殺す｣のpa一動詞との接頭辞クリップが確

認され､接頭辞pa-の表す縮減アスペク トとその主観的評価の表示は､他の動詞によっても

担われている｡

例文4-76 (D.12.08.2008)

(‥)vienreiz DaVizinajusiesartankiem citasneatkaI耳gas valststeritorija,Vienreizto
一度 pA一乗 り回る と 戦車一複 他の 独立した 国一属 領土一位 一度 それ一対

I)abombardeiusiun p_aslaktejusitur cilvekus,bet nes叩emuSi(")nosodTjumu no
PA一爆撃する一能過 そして PA一殺す-能過 そこで 人一複対 しかし否一受け取る一能過 罰一対 から

ietekmTg豆m starptautiskam o唱anizacijam,Krievija,iespejams,to gribes dar17tvet
影響力のある 国際的な 組織一複 ロシア おそらく それ-対 したい一未 3 する まだ

un vet.
そして まだ

ある時は戦車で他の独立国家の領土内を乗り回り､ある時はその国家を爆撃上､そこの人々を盤上､しか

し影響力のある国際機関からは罰を受けてこなかったロシアは､おそらくまだまだそれをしたがるだろう｡

同様に､同じ出来事をIPFVの基動詞､対応のPFVの接頭辞動詞､そしてpa一動詞で示す

例があるoサッカーのフーリガンによるスタジアムの破壊行為について､一般的な事実に

基動詞 demolet｢破壊する｣､｢破壊された観客席｣という受動表現に PFV の接頭辞動詞

izdemoletが記事の地の文で用いられているのに対し (例文4-77と例文4-78)､pademoletは

スタジアムがある自治体の広報担当者の発言で用いられている (例文 4-79)0 3つの例文と

も同一の記事からのものである｡

例文4-77 (NRA.03.06.2008)

NeatkarTga jau rakstTja,ka Lietuvas futbola fan主 sestdien Sloka demoleja
独立新聞 すでに 書く一過 従 リトアニアー属 サッカーー属 フアンー複 土曜日に Sloka一位 破壊する一過 3

stadiona tribTnes(..).
スタジアム-属 観客庸一複対

リトアニアのサッカーファンがSlokaでスタジアムの観客席を破壊したことは､すでに独立新聞が伝えた｡
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例文4-78 (NRA.03.06,2008)

Pagaid豆m futbola fanu izdemoleto Jdrmalas stadiona tribTgu remontu
今のところ サッカーー属 フアンー複属 破壊する-受過 JGrmala一属 スタジアムー属 観客席一複属 修理一対

apmaks豆s Latvijas Futbola feder豆cija(LFF).
支払う一未3 ラトヴィアー属 サッカーー属 協会

現時点では､サッカーファンにより破壊されたJGrmalaスタジアムの観客席の修理費は､ラトゲイアサッカ

ー協会 (LFF)が支払う予定である｡

フーリガン達の破壊行為は修理を要するほどのものであり､決して軽度の動作ではなか

ったはずである｡しかし例文4-79の話者はpa一動詞を用いることで､破壊行為が大したこと

ではないとし､破壊行為や破壊行為を行うフーリガン達を過小評価している｡

例文4-79 (NRA.03.06,2008)

"Tas,kasestdien stadionu pademoleja hulig豆ni, nenozlme, ka(..)vairak
それ 従 土曜日に スタジアム一対 PA一破壊する一過 3 フーリガンー複 否一意味する-現 従 もはや

ne!ausim Slok豆 rfkotfutbola speles. Huligani ir vISur, un
香-許す-未 1単 S]oka一位 行う サッカーー属 試合一複対 フーリガン-複 be-現3 あらゆる場所に そして

arto diemiel jarekinas," Neatka11gajaisacモia (‥) Aldis BerZig主.
を それ 残念ながら 考慮に入れる一義 独立新聞一与 言う一過3

｢土曜日にフーリガンがスタジアムを破壊したぐらいでは､Slokaでサッカーの試合を今後開催させないと

いうことにはならない｡フーリガンはどこにでもいるし､それは残念だが考慮にいれなければいけない｣

とAldisBerzip善は独立新聞に語った｡

以上､縮減アスペクトをもとに肯定的 ･否定的な主観的評価を示すpa-動詞の用例を考察

した｡pa一動詞は縮減アスペクトの意味を残している場合もあれば､残していない場合もあ

るが､これらの用例では､アスペクトの意味よりも主観的評価の意味が前面に出る｡特に

同じ事象に対して IPFV とpFVのアスペクト対立を示す基動詞とある接頭辞動詞に並行し

て用いられるpa-動詞は､基動詞や他の接頭辞動詞と比較をすることでその主観的評価が特

定しやすい (例文4-74と例文4-75に対する例文4-76､例文4-77と例文4-78に対する例文

4-79)0

4.6.3. 二重接頭辞の動詞における接頭辞pa-

ラトヴィア語では一般に動詞は 1つの接頭辞しか持たない｡ しかし接頭辞動詞にさらに

接頭辞pa-が付加された二重接頭辞のpa一動詞がある｡これらのpa-動詞は形態的にラトヴィ

ア語の動詞の中では少数であるが､これらのpa一動詞も縮減アスペクトを持ち､それを元に

主観的評価を示す.形態的に一般的でないがゆえに､既存の接頭辞動詞にさらにpa-を付加

する行為にはより強い活動的性格が認められる｡
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4.6.3.I. 二重接頭辞の動詞

ラトヴィア語の動詞に2つの接頭辞が付加されるのは､前から2番目の接頭辞がアスペ

クト的意味や空間的意味で基動詞を修正していない場合で､基動詞と強い結びつきを持ち

語嚢化している時に限られる75｡例えば基動詞dot｢与える｣に対する接頭辞動詞p豆rdot｢売

る｣(無アスペクト)があり､そこからizpardot｢売りつくす｣といった 2つの接頭辞が付

加された動詞ができる｡表4-5で示すように､2つの接頭辞を持つ動詞は､基動詞だけでは

あまり使われなかったり､基動詞と接頭辞動詞に大きな意味の変化がある動詞である｡

表4-5:語嚢化した接頭辞動詞と二重接頭辞の動詞

基動詞 語嚢化した接頭辞動詞 最初から2番目の接頭辞が語嚢化している二重接頭辞の動詞

zit｢知っている､知る｣ pazit｢知っている､知る｣ iepazit｢知るようになる｣

(より一般的) iepazities｢知り合いになる｣sapazities｢知り合いになる｣atpazit｢見分ける｣uzpazTt｢知る｣

lidzet｢助ける｣ palid虎t｢助ける｣ izpalTdzet｢救う｣

(より一般的) piepalidzet｢助ける｣

tikt｢気に入らせる｣ patikt｢気に入らせる｣ izpatikt ｢お べ っ か を使 う｣

(より一般的) iepatikties｢気に入り始める｣

likt｢置く｣ palikt｢残る｣ atpalikt｢遅れる｣izpalikt｢起こらない｣

『新聞図書館』においては､接頭辞が語嚢化した動詞に接頭辞 pa-が付加された動詞が少

数ながら見つかった760 これらの動詞は大きく2つのタイプの接頭辞動詞に付加される.-

つは接頭辞が語糞化しており､基動詞と意味が異なる無アスペクト動詞に付加される場合､

もう一つは基動詞とアスペクト対立をなす pFVの接頭辞動詞に付加される場合がある｡ど

ちらのタイプの動詞も時間限定のアスペクトではなく､すべて縮減アスペクトを示してい

るo表4-6では､二重線で2つのタイプを区切るO

75 この点でロシア語はより自由である｡例えばponavydumat'｢たくさんのことを少しずつ考え付く(分配)｣
または ｢たくさんのことを思い付く (縮減)｣という動詞がある｡接頭辞pO-は分配や縮減のアスペクトを､

na-は ｢たくさん｣という飽和のアスペクトを示す｡これらの接頭辞はVydumat'｢思い付く｣を意味修正し
ている｡接頭辞vy-はdumat'｢考える｣に付加され､語嚢化している｡

76本論文筆者は接頭辞pa-と一連の接頭辞を付加し (例 :paajz事,paap*-)､これらのpa一動詞を収集したO
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表 4-6:接頭辞 pa-が付加された二重接頭辞の動詞

最終確認 日:2012年 8月2日

pa-動詞 語嚢化した接頭辞動詞 基動詞

papiedalTties(2) piedalities｢参加する｣ dalities｢共有する｣

paizmantot(2) izmantot｢利用する｣ mantot｢受け継ぐ｣

p叩ielietot(1) pielietot｢適応させる｣ 1ietot｢利用する｣

paizmeklet(I) izmeklet｢捜査する｣ meklet｢探す｣

paapeakaret(1) apeakaret｢だます｣ eakaret｢ほじる｣

paapVainoties(1) apVainoties｢怒る｣ Vainot｢罪をなす りつける｣

panodarboties(I) nodarboties｢従事する｣ darboties｢働く｣

pauztraukties(1) uztraukties｢不安になる｣ traukties｢疾走する｣

paizklaideties(1) izklaideties｢娯楽に興じる｣ -

pa-動詞 基動詞に対してPFVの接頭辞動詞 接頭辞動詞に対してⅠPFVの基動詞

panolemt(1) nolemt｢決心する｣ lent

pauzb白vet(1) uzbBvet｢建設する｣ b缶vet

panodemonstret(I) nodemonstret｢見せる｣ demonstret

4.6.3.2. 二重接頭辞の動詞における接頭辞 pa-の主観的側面

表4-6で示したこれらのpa一動詞は､縮減アスペクトを元に主観的評価を示す｡

例文 4180では基動詞の tieleties｢意地をはる｣と dusmoties｢怒る｣､また接頭辞動詞

apvainoties｢気を悪くする｣の pa一動詞による接頭辞クリップが見られる｡母親が気分を害

した程度が低いことが接頭辞 pa-により示されている.例文4-81も同様で､動詞 izmeklet｢捜

査する｣のpa-動詞が副詞 drusku｢少し｣と用いられ､捜査の規模の小ささや時間の短さが

示されている｡

例文4-80 (LA.27.05.2009)

(..) mammamazlietpatielejas, itk豆 padusmojasun DaaDVainoias,bet
ママ 少し PA一意地をはる一過 3 あたかも PA一怒る一過3 そして PA一気を悪くする しかし

pee brTね tomernorima.
後で 時 やはり 落ち着く一過 3

ママは少し意地をはって､怒って気を悪くしたようだった｡でもしばらくして落ち着いた｡

例文4-81 PRA.15.02.2010)

(･.)jau divas reizesticis ierosin豆ts kriminalprocess, drusku 1)aizmeklets,
すでに 2 回一複 受一能過 起こす_受過 刑事訴訟 少し iA-捜査する_受過

tad atkal izbeigts.
それで 再び 打ち切る一受過
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すでに2回刑事訴訟が起こされたが､少し捜査がなされ､再び打ち切りになった｡

接頭辞動詞から派生したpa一動詞は､縮減アスペクトを元に主観的評価を示す｡例文4-82

では動詞 piedalities｢参加する｣が ｢真面目な大統領｣ に対して用いられているのに対し､

pa一動詞の使用により､国家行事よりもアイスホッケーの観戦を優先する自国の大統領が皮

肉られている｡このpapiedalTtiesは､観戦の合間に国家行事に参加をする時間の短さだけで

なく､大統領の国家行事-の不真面目な姿勢を示している｡例文中の ドイツ語起源の口語

funktieret｢思う｣の使用とその伝聞法により書き手は事実-の心理的距離をとり､皮肉の効

果がより高まっている｡

例文4-82 (JA.13.04.1999)

(..)nopietniprezidenti(")medz piedalitiesnopietnospas豆kumos,bet m由u gad召uma...
真面目な 大紋領一複 できる-現3参加する 真面目な 行幸一複位 しかし私達一属 場合一位

(‥).Prezidentaaparatsfunktierejot,kaUlmanishokejskatThnasstarplaikosvaretu anTdzan
大統領一属 機関 考える一伝 従 ホッケー観戦一属 合間-複位 できる-願 も

k豆d豆svalstiskisvanTgastik主an豆s papiedalities.
何かの 国家的に 大切な 会談-複位 PA-参加する

真面目な大統領は真面目な行事に参加をするものだが､ラトヴイアの場合ときたら-｡大統領府は､Ulmanis

がホッケー観戦の合間をぬって重要な国家行事に参加してもいいと思っているらしい｡

例文 4-82と同じ記事からの例文 4-83では､動詞 izklaideties｢娯楽に興じる｣のpa一動詞

が用いられている｡大統領の退任にはふさわしくない軍事用語の demobiliz豆C軸 ｢退役｣を

意味する俗語dembelisが用いられることにより､風刺効果が高められている｡

例文4-83 (JA.13.04.2009)

LaiDaizklaidejasFirmsdembela.
顧 pA-遊ぶ-現3 前に 退役

退役前にひと遊びしておけばいい｡

政治批判の新聞記事である例文 4-84では､動詞 izmantot｢利用する｣が条項の公式的な

文体で用いられているのに対し､汚職を監視するはずの倫理委員会で､さらにあと少し汚

職に身を委ねようとする国会議員達の姿を描写する際にpa一動詞が用いられている｡

例文4-84 (NRA.13.10.2003)
Beidzotoficiali
ついに 公式に

主adi: ((Par
このように ついて

sevi izmantot
自分一対 利用する

tika atlauta korumpo蓋anas,
受一過 3 許可する一受過 汚職すること
v●
pascl印aS tr屯kumu atzTstama
プライ ドー属 不足 認める一受現

k豆du' sa岬gu intere蓋u noはkos.))
何らかの わがままな利益一複属 意図一複位

un viensno punktiem skaneja
そして 1つ から 条項一複 音がなる一過 3

deput豆tu perkamTbaun !au菖anas
議貞一複属 買収 そして 委ねること

Deput豆tistrTp豆m vien dev豆s uz
鼓貞一複 列一複具 だけ 向かう一過 3 -

Etikaskomisiju,kuratzinas, kaslrgSt nOPa蓋ci印aS tr祉uma,桓va sevi vel
倫理一属 委員会 関代 認める一過3 従 病気である-現3 で 自己尊敬一属 不足 許す一過3 自分一対 まだ
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mazlietpaizmantot(..).
少し PA-利用する

ついに汚職が公式に許可された｡そして条項の一つはこのようであった :｢プライ ドのなさを認められた議

員たちの買収と自分のわがままな利益のために自分を利用すること｣｡議員たちは列を成して倫理委員会-

行き､プライ ドのなさに病んでいることを認め､さらに少し自分を利用することを許した｡

新聞記者たちに暴言を吐く政治家を批判する記事では､これまでに彼が使った語嚢を150

語以上挙げ､例文4-85の文が続く｡ここではpa一動詞papielietot｢適応させる｣(pielietot｢適

応させる｣基動詞 lietot｢使う｣)が用いられている.指小形vardi中生｢語｣(元の名詞vards)

や反語法のbrangi｢素晴らしい｣(例文4-65でも同様)のような風刺効果を高める言語手段

とともに､pa一動詞は政治家に対する否定的評価を示している｡

例文4-85 (JA.06.09.1999)

Un k豆dustik V豆rdipusbiju善ais kimikis papielietoja!Brangi!
そして どんな 助 語-複属-指 元 化学者 FA一使う-過3 素晴らしい

それに元化学者のくせになんて言葉 (指小形)を使ったんだ !素晴らしいこった !

例文4-86では､pa一動詞panolemt(PFVの接頭辞動詞nolemt｢決める｣､IPFVの基動詞 Iemt

｢決める｣)が用いられている｡政治家による児童売春の調査委員会を率い､｢サメ｣とい

うあだ名を持っ政治家JanisAdamsonsは､児童売春に関わる政治家達の名を国会の場で公秦

したoこれに対し検察庁長官JanisMaizitisはAdamsonsを政治家達に対する名誉棄損で刑事

裁判にかける許可を国会内の委員会に求めたが､委員会は検察の立件を支持しないことを

決定した｡

例文4-86 (JA.31.08.2000)

(..)veselasdivas saeimaskomisijasDan01emu善鮎,kanevajadzetu atdot saplosi弘nai
全部 2 国会一属 委員会-複 pA一決定する一能過 従 否一必要がある一席 引き渡す 食いちぎること一与

pedorllkeraju runasvlru Haizivjadamsonu-Adamsonhaizivi.ProkuratGrasgenera]is
小児性愛者を狩る者一対 スポークスマン一対 サメ-Adamsons一対 Adamsons-サメー対 検察庁一属 将官

J豆nisMaizTtis ganturpina uzskatTt,kaesotsav豆師s pietiekamidaudzpier豆dTjumu,
助 続ける一現3 考える 従 be一伝 集める一受過 十分に 多くの 証拠一複

lai Janiti izdotu, tiesatu, soditu(‥).
ために J融Iis一対一指 引き渡す-願 裁判にかける｢額 罰する一顧

国会のどちらの委員会 [法務委員会と指令委員会]とも､小児性愛者狩りをするスポークスマンのサメ

Adamsons･Adamsonsサメを食いちぎりにさらす必要はないと塗壁 O検察庁将官のJ豆nisMaizitisはJ豆nis

君 (指小形)を引き渡し､裁判にかけ､罰するための証拠がたくさん集まったらしい､と考え続けている｡

この事件に関して､委員会を主語とする動詞 nolemtは 『新聞図書館』で見つからず､そ

の他の表現 (neatbalstTja｢支持しなかった｣やpiepemalemumu｢決定を下す｣などの無アス

ペクトの接頭辞動詞)で示されていたため､実際の用例を用いて同じ状況に対する主観的

評価の表出を接頭辞pa-の有無で比較することはできない｡しかしこの記事では､主観的評

180

Do
ct
or
al 
Th
es
is 
(T
ok
yo
 U
ni
ve
rs
ity
 o
f F
or
ei
gn
 S
tu
di
es
)

東京外国語大学博士学位論文　Doctoral thesis (Tokyo University of Foreign Studies)



価を示すpa一動詞に特徴的な言語形式や表現が用いられている｡例文4-86では､問題の政治

家Adamsonsはフルネームではなくあだ名で呼ばれ､本来の畠eneralprokurors｢検事総長､検

察庁長官｣はprokuratGras由ner豆lis｢検察庁将官｣と言葉遊びがされている.動詞 sav豆kitは

savakt｢集める｣に反復の接尾辞ヰが付加された形と思われるが､一般的ではないoAdamsons

の名前のJ豆nisは指小形のJanTtisで用いられている.記事全体を通じて､書き手は事件その

ものやその関係者らを皮肉的に描写している｡

例文4-87から例文4-89は､｢光の城 (Gaismaspils)｣という呼称の国立図書館の建設をめ

ぐる例文である.建設進行中の動作が話題の例文4-87ではIPFVの基動詞bBvet｢建設する｣､

建設の条件が話題の例文4-88でもlPFVの基動詞､建設全体にかかる予算が話題の例文4-89

ではPFVの接頭辞動詞 uzt泊vet｢建設する｣が用いられている｡

例文4-87 (LA.25.04.2008)

Mes坤vejalD Gaismaspili,bet artum蓋ut豆mi.
私達 建設する-現 1複 光一属 城一対 しかし で 暗い 予算

我々は光の城を建設中だが､その予算は不透明であるO

例文4-88 (LA.05.ll.2008)

Gaismas pili γar t泊vet tad, kad to varetu atlauties vairakumsvalsts
光一属 城一対 できる-現3 建てる その時 関代 それ一対 できる一顧 許可をする 大部分 国-属

iedzTvotaju vai patvisi.
住民一複属 または さえ 皆

光の城を建てることができるのは､国民の大部分､もしくは全員がそれを許すような時である｡

例文4-89 (BNS.29.09.2007)

Letakaiskonkurs豆 iesniegtais pied豆vajums ir uzt泊vetGaismaspili par 139
安い コンペ一位 提出する一受過 提案 be一現 3 建てる 光一属 城一対 で

miljoniem latu (..).
100万 ラッツー複

コンペの最安の提案は､光の城を1億 3900万ラッツで建設することである｡

しかし例文4-90の書き手は､政治家達を指すpuほi｢男の子たち｣や国民の税金を指すgra菖i

｢銭｣とい った語嚢と共に､pFVの動詞 uzbGvet｢建設する｣の pa-動詞を用い､巨額の費

用で実行される公共事業やそれを主導する政治家らを批判している｡

例文4-90 (JA.24.03.2000)

Un velatceras, kad tie puiSi iedomajas partautass了kajiem gra崩em galSmaS
そして まだ 覚えている-現3 時 その 少年一複 思いつく-現3で 国民一属 細かい 銭一複 光一属

pili patlzbGvet.
城-対 pA一建てる

あの坊主たちが､国民のなけなしの銭で光の城を建設しようと決めた時のことは､まだ記憶に残っている｡
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辛疎なジャーナリストとして知られる LatoLapsaによる選挙批判のエッセイからの例文

4-91では､pa-動詞paapEakaret｢だます｣(接頭辞動詞 apeakaret｢だます｣､基動詞 eakaret｢ほ

じる｣､接頭辞ap-はここでは語嚢化された接頭辞)が用いられている｡名詞 stendzenieksは

広告プランナーとして知られる男性の名字 stendzenieksの複数形で､その個人の特徴を持つ

人々を集合的に示す (『標準語文法』1959,385)o co.は komp豆nija｢会社｣ の略号である.
AP.はポータルサイ トであり､このエッセイは電子媒体で掲載された.

例文4-91 (AP.01.08.2008)
Jo reizieetros
なぜなら 回一対 4

Co.palTdzTbu v吋i
会社 助け 彼ら

なぜなら四年に一度､

身につけたからだ｡

gados 1)aaDeakaretcilvekusar da施du stendzemieku un
午_複位 fh_編す 人一複対 で 様々な Stendzx:nieksに似た人_複属 そして

ir iema叫iugies glu王i labi.
be一現3 身につける-能過 とても よく

様々な扇動家と会社の力で人々を編すことを､彼ら [批判対象の政治家]は上手く

紙媒体と電子媒体の伝達手段を持っ新聞社NRA.では､同ジャーナリストの同じエッセイ

が部分的に引用されている｡しかし 『新聞図書館』に提供された記事を見ると､例文 4-91

にあったpa一動詞の接頭辞pa-は､引用先の例文4192では削除されているO

例文4192 (NRA.02.08.2008)
Jo reizieetros
なぜなら 回一対 4

Co.palidzTbu v叩l
会社 助け 彼ら

なぜなら四年に一度､

身につけたからだ｡

gados apeakare_tcilvekusar da呈豆du stendzenieku un
午-複位 萌す 人-複対 で 様々な stendzenieksに似た人一複属 そして

ir iemanTju喜ies glu皇i labi.
be一現3 身につける一能過 とても よく

様々な扇動家と会社の力で人々を壁土ことを､彼ら [批判対象の政治家]は上手く

記者が接頭辞 pa一に込めた否定的な評価が削除された原因には､二重の接頭辞の pa一動詞

自体が形態的に標準的でないという規範意識があることが考えられる｡また､接頭辞動詞

apeakaret｢編す｣が文体的に中立的な apm豆nTt｢編す｣ に比べ口語的であることや､エッセ

イ全体の論調により､接頭辞 pかがなくてもテキストの風刺効果はすでに出されているO本

章の4.3.4.1.で検討した指小形の校閲のように､感情的側面を示す接頭辞pa-が削除されたこ

とは､校閲が保つべき文やテキス トの命題には影響を与えるほどのものではないことを物

語っている｡

4.7. 第4章のまとめ

本章では､ロシア語を中心としたスラヴ諸語の縮減アスペクトの動詞が持つ主観的側面

の先行研究をもとに､"動作の小ささ"を示すラトヴィア語の縮減アスペクトと､ものの小
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ささを示す名詞の指小形を比較し相関させることで､アスペクトと主観的評価が交差する

一例を示し､動詞接頭辞付加に感情的側面があることを明らかにした0

指小と縮減アスペクトは､指小とアスペクトという異なる意味カテゴリーを形成し､そ

れぞれ名詞､動詞という異なる品詞に属している｡しかしどちらも接秤 (接尾辞である指

小辞と接頭辞)により､元の語の意味を修正する｡指小形もpa一動詞も､ものや動作の小さ

さと話者の主観的評価を示す点が共通している｡主観的評価の対象は､語が示すものや動

作だけでなく､広くそのものや動作に関係する事象である｡

接頭辞pa-は､動作の短い持続時間を示す時間限定のアスペクトと縮減アスペクトを示す｡

動作の短い継続時間を示す時間限定のアスペクトは客観的な時間補語をとることから､指

小形が示す実際のものの小ささに例えられる｡縮減アスペクトは話者が動作を心理的に軽

く捉えることからより主観的であり､指小形が示す主観的側面と類似している｡実際に､

pa一動詞は縮減アスペクトを残しつつ､または残さずに動作やそれに関係する事象-の請者

の主観的評価を示すO主観的評価は肯定的､否定的どちらの場合もあるOまた短い時間補

語をとる時間限定のアスペクトのpa一動詞も､縮減アスペクトのように話者の主観的評価と

結びついていることがあることも確認された｡二重接頭辞の動詞で､語頭の接頭辞がpa-の

場合､多くは否定的な主観的評価を示す｡

指小形とpa一動詞の意味を分析するには､もとの名詞や基動詞の参照や文脈の考慮が不可

欠である｡主観的評価を示すpa一動詞の文脈には､主観的評価を同様に示す指小形や口語に

特徴的な語嚢､形態が一般的でない語嚢の使用が目立っ ｡

指小形とpa-動詞は言語文化論で批判されることがあり､テキストの校閲でも削除される

可能性があることも共通している｡これは､主観的評価の表出が文の命題には大きく影響

を及ぼさず､主観的評価の表示に社会的 (文体的)制限があることを示す｡主観的評価の

表示は話者に大きく依存し､縮減アスペクトを元に主観的評価を示す接頭辞pa-の付加には､

活動的性格が認められる｡特にこの性格は､新たに接頭辞を付加することが一般に許容さ

れない二重接頭辞のpa一動詞の使用において強い｡

本章では､動詞接頭辞付加が空間的意味やアスペクト的意味の表示だけでなく､感情的

側面を持った言語活動であることを明らかにした｡
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